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一般事項

サポート電話番号

サービスはハスキー株式会社へお問い合わせください。  
緊急時以外のお問い合わせやご連絡は、電子メールでご連絡ください。
Huskyまでの E-メールは techsupport@husky.caです。

Husky（ハスキー）事務所 

最寄の事務所をお探しの場合は、こちらから検索をお願いいいたします
www.husky.co。

製品のアップグレード

アップグレードを適切に行う事でアウトプットの向上やサイクルタイムの削減や機
能向上がが期待できます。  
アップグレード対象商品検索は、こちらから www.husky.co または、最寄の Husky
（ハスキー）事務所までご連絡ください。

部品のご注文

ハスキーのすべてのパーツは最寄の部品部にご注文ください、またはオンラインに
て www.husky.coご注文をお願いいたします。 

マニュアルの追加注文

本マニュアルの注文あるいはその他文書の追加注文はハスキー株式会社へご連絡く
ださい。

北米 無料通話 1-800-465-HUSKY (4875)

欧州 EC (欧州諸国 ) 008000 800 4300

直通と欧州外 + (352) 52115-4300

アジア諸国 無料通話 800-820-1667 または +800-4875-9477

直通 +86-21-3849-4520

中央・南アメリ
カ諸国

ブラジル +55-11-4589-7200

メキシコ +52-5550891160 オプション 5
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第 1章 はじめに

このユーザーガイドには人的損傷を防ぐため ,システム機器の損害を避けるための一
般的な警告事項や注意事項の記載があります。これ等の警告事項はすべての発生要
因を網羅しているわけではありません。メンテナンスや安全手順は各々の作業者、
使用会社様の責任になります。 

1.1  安全一般 

重要 !

マニュアル内には新たに詳細を追加したものや更新情報が含まれます。マニュアル
を読む前に、マニュアル最後にある付録などをチェックしてください。

警告 !

感電のリスク ‐コントローラ、ホットランナ、金型との接続時、取り外し時、コント
ローラの補修時に電源を遮断する。

警告 !

電気的警告 - 電気ショック、怪我の危険。「常に」コントローラ上部裏面に取り付け
ている、汎用警告ロゴを確認し、通電します。筐体の上のカバーのアース部事前に
「ロックアウト、タグアウト」等の正しい状況注意を行わないでこのネジを外すと危
険な状態を招く事になります。 

警告 !

ガス /煙霧警告 - 呼吸障害のリスク危険なガス、煙霧や埃を発生させる場合。
使用地域の規則に則った排気システムを設置。設定温度に達する前の樹脂分解、
暴露。稼働中は装置から離れないでください。
ページ 1



• 使用地域の規則に則った有資格者によるシステムの設置 
• コントローラが射出成形機に接続時、システムの安全維持は作業者の雇用者（お
客様）の責任になります。

• 装置の操作は的確な知識を持つ人だけが行ってください。
• この説明書をよく読んだ後に通電し稼動させてください。
• システムに記載されているすべての警告事項と指示説明に従います。
• 特にこのマニュアルで説明していない又はハスキー株式会社からの指示が無い限
りシステムの補修は行えません。なおかつ補修を行った場 N合はシステムに損
害を与える原因、人的に重篤な危険を与える場合があります。

• 電源ケーブル又はキャビネットのラベルに表示がある入力電圧のみ使用してくだ
さい。
注記 :もし正しい供給電圧が不明の場合は、最寄のハスキー株式会社へお問い合

わせください。

1.1.1  安全標示

安全標示は装置内部や周辺の潜在的危険箇所を表します。装置の設置、操作やメン
テナンスに係わる場合の安全性に関して次のガイドラインに沿って行ってください。
次に示す安全シンボルは安全標示に表示されているものです：
注記 :安全標示には予測される危険事項や潜在的危険に付いて説明されています。

注意 !
メカニカル警告 - 設備への障害のリスクファンの吸い込み口、吐き出し口は「絶対
に」塞がないでください。ファンの吸い込み口、吐き出し口が不十分で冷却が不十
分な場合はシステムの故障原因となります。 

注意 !
システムをオフにした場合、メインスイッチの再投入まで 30秒ほどお待ちくだ
さい。30秒を待たず稼動させた場合は通信障害を起こす原因になります。

安全マーク マークに関する一般的な説明

一般事項
このマークは人的損傷になる危険を示します。一般的には他の絵や文章
と共に標示することで危険性を表現しています。

危険電圧
このマークは危険を予測するように表示されており、死に至らしめたり
重篤な障害の起因となる事をパネルにも標示してあります。もし剥がさ
れた場合ユーザーは 40VAC以上に晒される危険があります。
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1.2  装置の目的

ハスキーコントローラは射出成形装置の温度を制御するようにだけ設計されています。
お客様がこちらで紹介する製品以外に装置をご利用される予定がある場合には最寄
のハスキー株式会社にご連絡ください。

1.3  使用制限

ハスキーの装置を使用してはならない： 

• 使用に関してハスキーにより承諾を受けた使い方や、 1.2項に説明記載のない目
的での使用はしません。

• 操作方法あるいはサービスにおいて、本来のリスクに関する知識が不足してい
て、コントローラに関する必要な事前注意に不慣れな場合。

1.4  入力回線（従来のもの）

次の表に従来の方法で使用される概要が記載されています。

説明 線の色

ニュートラル 青

アース /地面 緑 /黄 緑

ライン 黒 黒

ライン 茶 赤

ライン グレー 白
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1.5  環境動作仕様

次に記載がある事項はアルタニアム Neo5インターフェースの環境動作仕様です。

• 屋内でのみの使用製品です。
• 動作温度 摂氏 5度から 40度 （華氏 41度から 104度）
• 動作湿度： 0% から 90% RH、非結露 
• 高度：最高 2000 m (6562 ft)
• 汚染度 PD2
• 過電圧カテゴリ OVII

1.6  器材評価

Neo5全体評価は本体の裏面にあるネームプレートに記載があります。
Neo5の操作インターフェースのみに関する器材評価が記載されています：
• 供給電圧：100 から 240 VAC +/- 10%、単相
• 周波数：47 から 63 Hz
• 電力評価：130 W

DANGER!

感電や機械的災害 - 死亡の危険あるいは重篤な障害をもたらすリスクや装置に損害を
与える可能性がある。
コントローラに誤った配線をする事は死亡の危険あるいは重篤な障害をもたらし、
コントローラあるいはホットランナに損害を与える可能性がある。有資格者のみが
電力関連の供給作業に当たる事とします。使用地域の電気事業規定に適応する作業
を行う事とします。

注意 !
機械的危険性 – 機器の損傷の危険性があります。液体やオイル、水の塗布は装置に損
害を与えます。液体（水）で洗浄はしません。
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1.7  重量と寸法

一般的なアルタ二アム Neo5の仕様（重量と寸法）は次に記載されています。

1.8  装置リフティング

推奨するリフティングの方法にはアルタニウム Neo5が C6-1、C6-2あるいはシング
ルスタック（フリースタンド）の場合など各々あります。

1.8.1  C6-1 と C6-2 のリフティング

Neo5 C6-1 あるいは C6-2のリフトには次の指示に従って正しく行います。

寸法 重量

Neo5オペレーターインターフェイス • 幅：278 mm (11インチ )

• 長さ：363 mm (14インチ )

• 高さ：324 mm (13インチ )

• 制御部：7.25 kg (16ポンド )

• 配送梱包付き 12.25 kg
(27ポンド )

Neo5 C6-1 • 幅：289 mm (11.4インチ )

• 長さ：331 mm (13インチ )

• 高さ：550 mm (21.7インチ )

• 制御部：25.40 kg (56ポンド )

• 配送梱包付き 40.82 kg (90ポン
ド )

Neo5 C6-2 • 幅：289 mm (11.4インチ )

• 長さ：331 mm (13インチ )

• 高さ：777 mm (30.6インチ )

• 制御部：35.38 kg (78ポンド )

• 配送梱包付き 59.87 kg (132ポ
ンド )

Neo5 単体積載 • 幅：450 mm (17.7インチ )

• 長さ：560 mm (22インチ )

• 高さ：1512 mm (59.5インチ )

• 制御部：65.32 kg (144ポンド )

• 配送梱包付き 133.36 kg (294ポ
ンド )
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1.8.2  シングルスタックのリフティング

次の手順に従って Neo5のシングルスタックを吊り上げてください。
吊り上げ機器（クレーン、フォークリフト）やスリングを使用する事で安全に施行
できます。次の表に正しいリフティング方法と長さを記載しています。

1. スリングを装置の下に置きます。上記にある表のストラップの正確な長さを参照
します。 
a. Neo5シングルスタックには、スリングを本体の底に左から右へ通します。

2. スリングを持ち上げて Neo5の上部のクレーンフック等吊り上げ装置に取り付け
ます。

a. スリングはしっかりとキャスターホイール間の正確な位置に置かれている事
を確認しブラケット下と本体が保持されている事を確認します。

•  2人で持ち上げる
•  コントローラーに
近づく

•  膝をつく または かがむ 
•  グリップを持つ
•  背筋を伸ばす

•  コントローラーを身体に近づける 
•  持ち上げる

•  進行方向を向く

アルタニウム・コ
ントローラ

定格 2903kg (6400ポン
ド）のスリング

ラチェットスト
ラップ

吊り上げ装置
（リフト機能）

Neo5 シングルス
タック

２機、2.44 m x 25.4 mm
(8 フィート x 1 インチ )

１機、1.52 m (5 
フィート )

227 kg (500ポンド )
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b. スリングが Neo5のケーブルを押し潰していないか確認します。

3. 吊り上げ装置を操作して緩んでいるロープを上部に持ち上げますがまだ Neo5を
持ち上げません。

4. ラッチストラップを Neo5の上部に設置し 4つのスリングに手を添えます。この
時にラットストラップを強く張ることはしません。
注記 :ラッチトストラップは Neo5を吊り上げた時に傾くのを避ける意味があり

ます。
5. 布やクッション材をラッチトストラップと Neo5本体の間に差し込み擦れて破損
しないようにします。

キャスター

吊り具

吊り位置

ケーブル 吊り具
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6. ラッチストラップを適正に締めます。
7. 吊り上げ装置をゆっくり上昇させ Neo5を地面から数センチ持ち上げます。
8. Neo5が傾いていないか、スリング、ラッチストラップを確認します。
9. Neo5をゆっくり、地面から低い位置で移動させます。
10. Neo5をゆっくりと降ろします。
11. ラッチストラップを外し、クッション材とスリングを外します。

クッション材

ラチェット
ストラップ
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第 2章 ホットランナ温度コントローラ

このガイドは Neo5をご利用いただくユーザーに最大限の利用利益を得ていただける
ように製作されました。
Neo５はホットランナモールディングのためのプロセスツールとして製作されていま
すホットランナモールド操作に関する基準は温度プロセス管理であり設定の再現性
と適応性を重要視しています。成形条件に沿って温度は管理され、低めの設定値に
できます。熱量低減で冷却時間の短縮になりサイクル時間は小さくなります。

2.1  温度制御の種類

2種類の基本コントロール：
• 熱電対フィードバックを有しないオープンループ制御
• 熱電対フィードバックを有するクローズドループ制御クローズドループ制御には
更に下記があります：
• 内部熱電対 - ヒータアセンブリに設置します。
• 外部熱電対 – ヒータ近くに位置するがヒーターアセンブリに直接設置では
ない。外部熱電対は複数のヒータのグループ制御用に使用できる。

2.1.1  オープンループ制御

熱電対は無しでヒータ温度制御は出来ない、ヒータに一定電力を供給するのみ。
Neo5の出電力は 0.1%単位で設定できます。この制御方法はマニュアル制御とよば
れます。
オープンループ制御は一般的には熱電対制御にはむかない小容量のチップヒーター
の制御に使用されます。
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2.2  コンフィギュアゾーン

異なる負荷のヒータに電気出力を供給する場合は 0%から 100％の範囲での調整が必
要です。 Neo5はゼロクロス制御または位相制御のどちらかにてセットアップを行う
必要があります。

2.2.1  ゼロクロス制御でのゾーン制御

この方法は各ヒーターへ電力供給する平均的時間を定義します。この方法はスナバ
レス TRIAC(スイッチ装置 )を使用しヒータ供給電圧を半サイクル毎にスイッチング
します。

2.2.2  位相制御でのゾーン制御

この方法はスナバレス TRIAC(スイッチ装置 )をオンになるポイントを半周期毎に変
える事で、各ヒーターの電力を調整する方法を定義します。
各制御方法で Neo5は 250ミリ秒毎に出電力を算出して最大制御結果を実行します。
上記の制御方法をアクティブリーゾニングテクノロジー (ART）制御アルゴリズムと組
み合わせる事により、安定条件化で ±１度以下の定常状態を維持する事が可能です。

2.3  ヒーターサイズの決定

ホットランナモールドは各種のヒータを使用しています。 
• 熱伝対、ヒータ一体タイプ。 
• カートリッジタイプ、金型に直接挿入。 
一般的にはマニホールドには屈曲チューブヒータかカートリッジヒータが使用され
ます。
一般的にヒータ発熱体はニッケル・クロームが使用されており酸化マグネシューム
で絶縁されています。ワイヤーサイズと電気抵抗値を決定しワット数（熱量）を決
定します。 これが金型のパフォーマンスを決定します。低容量ヒータ（ワット数が足
りない）は有用性が及ばず昇温できない深刻な問題を発生させます。 殆どのケース
で、ホットランナ金型には少容量より大きめ容量のヒータを推奨いたします。
Neo5 は X ICC2 あるいは H ICC3 カードを設備している場合、ヒータのワット数、抵抗
値、アンペア数などの表示が出来ます。この情報はオームの法則にて算出できます。
ダイアグラムと形式は以下にその方法が説明されています。 
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1. マルチテスターを使用、抵抗測定に設定します。 
2. テスター線（赤）をヒータ線に接続して、つぎにテスター線（黒）をもう一方の
ヒータ線に接続します（コネクタのピン、システムのゾーン出力ヒューズ等ヒー
タに接続したものにて測定）。 
表示は Ω抵抗値になります。この測定値をメモしてください。

オームの法則により：

例 :    抵抗が 12.5 オームの場合、入力電圧 240ボルト、240 を 12.5 で割るとヒータの
最大電流量が計算できます。
240 / 12.5 = 19.2 アンペア
19.2 アンペア x 240 ボルト = 4,608 ワット
ホットランナ金型でオームの法則を使用する事は実用的です。弊社ではここでのみ、
オームの法則を適用しております。

警告 !

電気に関する警告 ー 致死や重篤な傷害の危険確認前に電源を切り離します。

アンペア＝ワット /ボルト アンペア＝ボルト /抵抗

抵抗＝ボルト /アンペア ワット＝ボルトｘアンペア

入力電圧 24 V 110 V 208 V 220 V 240 V

抵抗値 20 Ω 20 Ω 20 Ω 20 Ω 20 Ω

アンペア 1.2 A 5.5 A 10.4 A 11.0 A 12.0A

ワット 28.8 W 605.0W 2163.2 W 2420 W 2880 W
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2.4  熱電対のタイプと色コード

Neo5ではすべての熱電対に ANSI色コードを使用しています。次の表ではホットラ
ンナとケーブルの参照としてカラーコード基準を提供しています。

コード タイプ

インターナ
ショナルカ
ラーコード 
(BS4937 Part 

30:1993)

BRITISH 
(BS1843:1952)

米国
ANSI

ドイツ
DIN

J 鉄 /コンスタンタン
（銅 ‐ニッケル合金）

黒 黒 黒 黒

+ ve - ve + ve - ve + ve - ve + ve - ve

黒 白 黄 青 白 赤 赤 青

K ニッケル ‐クロム /ニッ
ケル ‐アルミニウム

緑 赤 黄 緑

+ ve - ve + ve - ve + ve - ve + ve - ve

緑 白 茶 青 黄 赤 赤 緑
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第 3章 コントローラを金型に接続する。

この章はシステム起動前のチェック事項概要です。

3.1  起動前

• 段取り変え時や再スタート時に、汚れを取り除き、付着している水分を拭く等の
処理を行います。 

• 操作パネルが正確に接続されている事を確認します。  
• 冷却ファンが正確に作動している事を確認します。 
• コントローラと金型間のすべてのケーブル接続の確認を行います（必要な場合）。  
すべてのケーブルに破損や亀裂等が無い状態である事の確認を行います。

• アース接地に問題がない事の確認をします。 コントローラと金型は同じ規定基準
である検証を行います。 

3.2  電源の接続 

1. 熱電対とヒータケーブルを接続します。  
2. テスターにてコントローラのアース端子と金型ヒータのいずれかの抵抗を測定し
ます。  電気抵抗は 1 Ω以下であるべきです。 

3. 電源はオフポジションで切断となる事を確認します。
4. コントローラーを電源に接続します。

DANGER!

感電事故の危険性 － 電源との接触は致死や重篤な事故の起因となります。 コント
ローラと電源の切り離しを必ず確認してください。

DANGER!

感電事故の危険性 － 電源との接触は致死や重篤な事故の起因となります。 コント
ローラと電源の切り離しを必ず確認してください。
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3.3  スタート手順のチェックリスト 

注記 :このユーザーガイド内にモールド相互接続詳細へのコントローラーに関する記
載はありません。この情報が必要な場合は、ハスキー株式会社へお問い合わせ
ください。

警告 !

つまずき危険 ー 致死や重篤な傷害の危険 コントローラと全ての装置間ケーブルを明
確に区分していることを確認します。  あるいはケーブルルートをキッチリと区分して
足元の障害物をなくす事でつまずく危険を排除します。

事項 ステップ 

1 熱電対とヒータケーブルを接続します。 

2 I/Oボックスあるいはオプションケーブルを接続します（必要な場合）。

3 コントローラを電源に接続します。

4 コントローラをオンにします。

5 システムにログインします（必要な場合）。

6 モールド設定を選択。

7 モールド設定が正確である事を確認します。 前回の名称と設定値を確認
します  

8 診断中に発見した誤りの訂正を行います。 

9 開始をタッチしてシステムを起動します。

10 コントローラーが正確に動作する事をモニタします Neo2 ビューで
チェックあるいは テキストビュー スクリーンで確認します。

重要 !

主電源をオフした場合、再度主電源を入れるまでには 30秒ほどお待ちください。 
システムのオンとオフの間違った操作はシステム通信の障害起因となります。  
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第 4章 Altanium操作画面

この章では、Neo5オペレータインターフェイスの機能の概要を簡単に説明します。

4.1  一般事項

操作画面は、タッチセンシティブディスプレイ画面を使用しています。
Neo5のモニターは、透明なタッチスクリーンで覆われた高解像度のカラー LCDディ
スプレイです。高精細度および広視野角で作られたディスプレイは、不十分な照明
条件下であっても、十分な視野を確保します。

タッチスクリーンを使用して画面から画面に移動し、データを入力し、ホットラン
ナシステムを操作します。

警告 !

挟み込み注意 – Neo5タッチモニターヒンジ部には注意下さい。

注意 !
機械的危険性 – 機器の損傷の危険性があります。タッチスクリーンは指でのみ操作し
てください。タッチスクリーンに損傷を与える可能性があるため、ドライバーやペ
ン、その他のツールを使用して画面に触れないでください。
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4.2  操作画面 — 画面とボタン

4.2.1  ダイアログボックス — 承認 /キャンセルボタン

新しいデータまたは変更されたデータを保存するためには、新しいデータを入力し
た各画面の下部で にタッチします。

ダイアログボックスを閉じる場合（変更なし）は、 をタッチします。

4.2.2  ホーム画面

ホーム画面は、システム内の他のすべての画面に移動するために使用する画面です。
ホーム画面のシステム画面の選択は、4つのグループ（行）で構成されています。
ゾーンビュー、温度管理、データの収集とモニタリング、およびシステム構成。
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4.2.3  ヘッダーとフッター

ホーム画面にはヘッダー

とフッターがあります 

同じヘッダーとフッターが各画面に表示されます。 

4.2.3.1  ヘッダ — コントローラー機能ボタン

ボタン 説明

停止 – コントローラの状態に関係なく、すべてのゾーンが停止
します。

開始 – 昇温を開始します。

スタンバイ ボタン – コントローラをスタンバイ（保温）状態にしま
す。タイマーが有効な場合は、残り時間がシステムヘッダーに表示
されます。

注記 : ARTプロセス中にコントローラをスタンバイ状態にすることは
できません。

ブースト ボタン – コントローラをブースと状態にします。タイマー
が有効な場合は、残り時間がシステムヘッダーに表示されます。

注記 : ARTプロセス中にコントローラをブースト状態にすることはで
きません。
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4.2.3.2  ヘッダ — システムステータス表示

4.2.3.3  ヘッダー — ナビゲーションボタン

インジケータ 説明

°F

At温度：

• ゾーンが設定温度に向け昇温中に点滅します。
• 全てのゾーンが昇温度完了した際は、点灯となります。
• コントローラーが停止したら Offになります。
• 温度単位が °Cまたは °Fで示されていることを示します。

会社名が表示されています。

システムモード - 各システムモードの説明については、この章の最
後の 表 を参照してください。

システムタイマー - 適用されていいる場合は、タイマーに残ってい
る時間を表示します。

ボタン 説明

戻る - 前の画面を表示します（最大 10画面まで）。 

進む - 表示された最後の画面に移動します（最大 10画面進む）。

ホーム - ホーム画面に移動します。

システムセットアップ - システムセットアップ）画面に移動します。
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4.2.3.4  フッター — アラームボタン

4.2.3.5  フッター — システムおよびユーザー管理ボタン

アラーム音停止 - アラーム音を止めます。

アラームリセット - アラームをリセットします。

アラームステータス  –アラームの詳細が表示されます。アラーム発
生時は三角形のアイコンは赤色に変わります。 

ログオフ /ログオン - ログインしている現在のユーザーの名前を
表示します。ログインまたはログアウトにタッチします。

言語選択 - 言語画面を表示します。

言語を選択してから、 をタッチします。

保存 - スクリーンショットを保存し、内蔵ハードドライブまたは
他のユーザー指定の場所にデータを保存します。

金型設定情報 ボタン - ファイル管理画面に移動して、現在ロード
されている金型設定と関連金型フォルダを表示します。最初の
単語はモールドフォルダの名前です。2番目の単語は金型設定
ファイルの名前です。

日付と時刻を表示します。日付と時刻 ダイアログボックスが表
示されます。
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4.2.4  システム画面の選択 — ゾーンビュー

4.2.5  システム画面の選択 — 温度管理

4.2.6  システム画面の選択 — データの収集と監視

4.2.7  システム画面の選択 — システム構成
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4.3  電源電圧画面

電源電圧画面には、入力電源電圧がどのように配線されているかが図で表示され
ます。 各ゾーンが入力電源にどのように接続されているかを表示します。
ホーム画面で、選択します 

注記 :表示されているアンペア数の値は、ICC2カードが取り付けられているシステム
では小数点以下 1桁、ICC3カードが取り付けられているシステムでは小数点以
下 2桁が表示されます。特定のフェーズに関連したすべてのゾーンで電圧とア
ンペア数が較正されていない場合、電圧とアンペア数の両方の値が「---」と表
示されます。アンペア値には、特定のフェーズに関連するすべてのゾーンが
XLまたは HLカードの場合は、「---」と表示されます。

システム設定画面で電源設定が選択されています。電源電圧は、4つの異なる構成で
配線できます。

項目 説明

回路図 画像は、電源供給構成の図です。

ゾーン ＃ ゾーンがどの位相に接続されているかを示します

位相の組み合わせ 電源供給図の基づいた位相の組み合わせ

ボルト 各位相の電圧値

アンプ 各位相の電流値
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システムモード表

システムモード 説明

停止 システムが停止しており、ヒーターに電力が供給されていません。

運転中 コントローラは、通常の設定値に向け昇温しています。

手動スタンバイ

ユーザーがスタンバイボタン を押すことで、コントローラが

手動スタンバイ設定値まで昇温します。

リモートスタンバイ 外部信号により、リモートスタンバイが入り、コントローラがリ
モートブースト設定値まで昇温します。

遅延スタンバイ コントローラは、リモートスタンバイモードに入る前に一定の時
間遅延します。

手動ブースト
ユーザーがブーストボタン を押すことで、コントローラが手
動ブースト設定値まで昇温します。

リモートブースト 外部信号により、リモートブーストが入り、コントローラがリ
モートブースト設定値まで昇温します。

遅延ブースト コントローラは、リモートブーストモードに入る前に一定の時間
遅延します。

ART Active Reasoning Technology（ART）が有効です。

キャリブレーション 各ゾーンの熱電対入力を較正します。

診断 金型診断プロセスは有効です。

ファームウェアアッ
プデート

選択したコントロールカードでファームウェアのアップデートが
進行中です。

ベイクアウト 
サイクル 1

ベークアウト中です。1回目です。

ベイクアウト 
サイクル 2

ベークアウト中です。2回目です。

ベイクアウト 
サイクル 3

ベークアウト中です。3回目です。

ベイクアウト 
サイクル 4

ベークアウト中です。4回目です。

ベイクアウト 
サイクル 5

ベークアウト中です。5回目です。

ソフトスタート コントローラは、すべてのゾーンを徐々に均等に設定値まで昇温
しています。

ソフトスタートから
手動スタンバイ

コントローラがソフトスタートプロセス中に手動スタンバイボタ
ンが有効になりました。
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ソフトスタートから
リモートスタンバイ

コントローラがソフトスタートプロセス中、外部信号が入力、す
べてのゾーンがリモート待機設定値となりました。

ステージ xアクティブ
（加熱）

ステージ x（1-4）に割り当てられたすべてのゾーンは、ステージ
の設定値まで加熱されます。

ステージ xアクティブ
（ART）

ARTプロセスは、ステージ xに割り当てられたゾーンでのみ実行さ
れます。

ステージ x ソーキング
（加熱）

昇温後、浸漬（ソーク）タイマーが終了するまで、コントローラ
はステージ xの設定値を維持します。

ステージ x アクティブ
（冷却）

 ステージ x に割り当てられたすべてのゾーンがステージ設定値まで
冷却されています。

ステージ x ソーキング
（冷却）

昇温後、浸漬（ソーク）タイマーが終了するまで、コントローラ
はステージ xの設定値を維持します。

無期限に実行される
ステージ 4

コントローラは、ユーザが開始ボタンを押してゾーンを通常の設
定値に戻するまでステージ 4にとどまります。

ベイクアウト 
チェック

コントローラは、ベイクアウトの状態を確認しています。これら
のベイクアウトでの条件は、漏電よりも軽度の状態です。

漏電チェック コントローラは、常に漏電状況を監視しています。

回路試験 コントローラは、どのゾーンにもヒーター回路の異常（断線、短
絡、漏電またはヒーターの間違い）がないことを確認しています。

システムモード表 （続き）

システムモード 説明
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第 5章 セキュリティと管理

この章では、ユーザー管理機能について説明します。

5.1  ログイン /ログアウト

5.1.1  ログイン

1. フッターでログオフ /ログオンボタンをタップします 。
2. ログインしている場合：

a. キーボードを使用してユーザー名を入力します 。
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b. パスワードを入力し、 。

ログアウトした場合：

3. ログアウトダイアログボックス で をタッチします。

5.2  ユーザー管理とセキュリティ画面

すべてのユーザーに役割が割り当てられます。3つの異なる役割があります。各ロー
ルは管理者によってカスタマイズされます。管理者は、各ユーザーがアクセスでき
る機能を決定します。
3つの役割は次のとおりです。
• オペレーター
• スーパーバイザー
• 管理者。
管理者は、ユーザー 画面から、ユーザーの追加または削除、またはユーザーのパス
ワードの変更を行うことができます。管理者はセキュリティ設定も制御します。セ
キュリティ設定は、Neo5のさまざまな機能へのアクセスを許可または拒否します。
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5.2.1  ユーザーの管理

ユーザーを作成 /削除する、またはユーザーのパスワードを変更するには、以下の手
順を実行します。

1. ホーム画面のシステム構成行で、 を選択します。

2. ユーザー画面の上部で、必要に応じて を選択します。

5.2.1.1  ユーザーの追加

1. 左側の列で選択します 。
2. キーボードまたはドロップダウンメニューを使用して、次のデータを入力します。

• ユーザー名：
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• フルネーム：

• ユーザーの役割：

• パスワード：

• 言語：
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• 単位：

• 機能性：

• 自動ログアウト時間：

自動ログアウト時間ダイアログボックスに入力された時間に操作一切がない場
合、Neo5は自動的にログアウトします。デフォルトの時間は 5分です。最小値
は 10秒です。

3. 選択後、ユーザーの追加画面が自動的に次のデータ画面に移動します
。自動ログアウト時間を入力して にタッチすると、ユーザーは ユー

ザー管理 画面に追加されます。 
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5.2.1.2  ユーザーを削除する

1. ユーザー名列でユーザーを選択します。

1. 左側の列で を選択します。

2. をユーザーの削除画面で選択します。

3. ユーザーは削除されます。
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5.2.1.3  ユーザーパスワードを変更する

1. ユーザー名列でユーザーを選択します。

2. 選択します。
3. パスワード画面で、キーボードを使用して新しいパスワードを入力します。

4. を選択すると、パスワードの確認画面が表示されます。

5. もう一度パスワードを入力し、 。パスワードが変更されます。
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5.2.2  セキュリティ設定を設定する

1. ホーム画面のシステム構成行で、 を選択します。

2. ユーザー画面の上部で、必要に応じて を選択します。

3. 画面セキュリティ画面で、各機能にロール（オペレータ、スーパーバイザー、
または管理者）を割り当てます。

4. ファイル管理 タブで、 をタッチしてドロップダウンメニューを開きます。
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5. 機能 /画面名の右側にあるボックスをタッチすると、ダイアログボックスが表示
されます。

 

6. ユーザーの役割を選択し、 。
管理者だけがユーザーを管理できるため、ユーザータブはグレー表示されます。
5.2.1項参照。

7. 画面セキュリティ画面の残りのタブで、各機能 /画面のユーザー役割を割り当て
ます。
オペレーターを選択すると、スーパーバイザーおよび管理者の役割からも機能 /
画面にアクセスできます。
スーパーバイザーを選択すると、オペレータはその機能 /画面にアクセスできま
せん。
管理者 rを選択すると、管理者とオペレーターはその機能 /画面にアクセスでき
ません。

5.2.3  セキュリティを有効

すべてのセキュリティ設定を適用するには、セキュリティを有効ボックスにチェッ
クマークを付ける必要があります。デフォルトは セキュリティを有効にする です。
ボックスにタッチし、チェックマークを外すことができます。これにより、すべて
のセキュリティ設定が無効になり、すべてのユーザーがすべての機能 /画面にアクセ
スできます。
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第 6章 金型設定

金型の設定には、ホットランナシステムを昇温させるために必要な詳細な設定が含
まれています。

6.1  金型設定画面

 金型設定画面では、金型設定、画像、書類、レポートなどのファイルを保存および
管理します。ファイルは、金型、システムおよびユーザフォルダに保存されます。
各金型フォルダは、その特定の金型に関連する金型設定、イメージおよび書類を保
存可能です。画面は 2つのペインに分かれています。左側には Neo5ハードドライブ
上のすべてのフォルダが表示され、右側には USBやネットワークファイルなどの外
部ソースから利用可能なすべてのファイルが表示されます。
1. 金型設定画面にアクセスするには、システム構成行のホーム画面で、
ファイル管理を選択します。

または
2. いずれかの画面のフッターで  をタッチします。

 金型が選択されると、金型フォルダに保存

されている金型設定ファイルが左ペインに表示されます。

 金型が選択されると、金型フォルダに保存

されているイメージファイルが左ペインに表示されます。

 金型が選択されると、左ペインの金型フォ

ルダに保存されているすべての Comma Separated Value （CSV）ファイルが表示

されます。

 金型が選択されると、左ペインの金型フォ

ルダに保存されているすべてのファイルタイプが表示されます。
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金型が選択されると、すべての金型フォルダが左側のペインに表示されます。

システムを選択すると、レポートフォルダ内のすべてのシステムファイルがが表
示されます。

3. をタッチすると、ファイル名、ファイルサイズ、最後に変更された日付と
時刻を含む表形式のレイアウトで 詳細 が展開します。

4. USBを選択すると、接続されている USBデバイスの内容が表示されます。

5. システムがネットワーク用に構成されている場合、ネットワークを選択すると、
ネットワークフォルダの内容が表示されます。

ボタン 説明

金型設定をロード ボタンをタッチすると、金型設定ファイルがロー
ドされます。金型設定ファイルが選択されていない場合、このボタ
ンは有効になりません。デフォルトのセットアップファイルを直接
ロードすることはできません。

名前を付けて保存 ボタンをタッチすると、現在ロードされている金
型設定ファイルを新しい名前で保存します。このアクションは、画
面上で何が選択されているかにかかわらず、ロードされた金型設定
ファイルにのみ適用されます。

新しい金型設定ファイルまたは金型フォルダを作成するには、新し
い金型設定または金型フォルダボタンをタッチします。システムが
選択されている場合、このボタンは有効になりません。

コピーボタンを押すと、金型設定、イメージ、または CSVファイル
を 1つのフォルダまたはデバイスから別のそれへコピーできます。

金型フォルダ、金型設定、イメージ、または CSVファイルを削除す
るには、削除ボタンをタッチします。確認メッセージが表示されま
す。このボタンは、フォルダまたはファイルが選択されていない限
り利用できません。

名前の変更ボタンをタッチすると、金型フォルダ、金型設定、イ
メージ、または CSVファイルの名前を変更するキーボードが表示さ
れます。このボタンは、ファイルまたはフォルダが選択されていな
い限り有効になりません。

プレビュー ボタンをタッチすると、金型設定ファイル、画像、およ
び CSVファイルが表示されます。 
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6.1.1  金型設定ファイルへの変更の保存

金型設定ファイルがロードされると、その内容を変更、保存できます。 
1. 金型設定画面で、変更を保存ボタンをタッチします。これにより、変更が保存さ
れるファイルの型と名前を確認するための金型設定 - 保存ダイアログボックスが
表示されます。

2. をタッチします。変更は保存されます。

6.1.2  現在の金型設定ファイルを新しいファイルとして保存する

金型設定ファイルがロードされると、それを新しいファイルとして保存することが
できます。
現在ロードされている金型設定ファイルを新しいファイルとして保存するには、以
下の手順を実行します。
1. 金型設定画面で、名前を付けて保存ボタンをタッチします。キーボードが表示さ
れます。

2. 新しい型名を入力し、 。

6.1.3  既存の金型設定ファイルのロード

金型設定ファイルが作成されると、現在の金型設定がシステムに自動的にロードさ
れます。
別の金型設定をロードするには、次の手順を実行します。
1. 金型設定画面で、金型設定ファイルを含む金型設定フォルダを選択します。
2. ロードする金型設定ファイルの名前を選択します。
3. 金型設定をロードボタンをタッチすると、選択した金型設定がロードされます。
金型設定がロードされると、その名前がシステムフッターの金型設定情報ボタン
に常に表示されます。
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6.1.4  ファイルの削除

内蔵ハードディスクにファイルやフォルダが不要になったときに削除することがで
きます。
1. 金型設定 画面で、削除するファイルまたはフォルダをタッチします。
2. 削除ボタンをタッチします。
3. 削除を確認するメッセージが表示されます。続行するには、 をタッチしま

す。削除を取り消すには、 をタッチします。

6.1.5  ファイルのコピー

金型設定、イメージ、または CSVファイルを 1つのフォルダまたはデバイスから別
のそれへコピーできます。
ファイルをコピー＆ペーストするには、次の手順を実行します。
1. 金型設定画面で、コピーするファイルをタッチします。

2. をタッチします。
3. コピー先のフォルダまたはペインに移動し、ペインまたはフォルダ内の任意の場
所をタッチします。

6.1.6  データの転送

6.1.6.1  ネットワークへのデータ転送

金型設定画面を使用して、データをネットワークに転送します。ネットワークに接
続すると、デフォルトで金型設定画面の右ペインにネットワークフォルダ構造が表
示されます。

6.1.6.2  USBストレージデバイスを使用したデータ転送

USBディスクまたは USB CD-ROMドライブを使用してデータを転送できます。金型設
定画面で USBボタンを選択します。USBデバイスが USBポートに接続されると、金
型設定画面の右ペインに USBデバイスのフォルダ構造が表示されます。デバイスの
プラグが抜かれていると、フォルダ構造が消えます。コピー＆ペーストの手順に
従って、USBデバイスからローカルハードドライブに、またはローカルハードドライ
ブから USBデバイスにファイルを移動します。
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第 7章 調整

金型を運転する前または連続運転中に、金型設定内のプロセス設定を変更すること
ができます。この章では、システムの使用、監視、および変更の方法について説明
します。
Neo5では、ゾーンデータを様々な視覚的形式およびテキスト形式で表示することが
できます。これには、グラフ、画像、グループに分けた表示方式が含まれます。

7.1  ゾーンの選択

次の画面から複数のゾーンを選択できます。
• 複数グループビュー
• テキストビュー
• クイックセット
• Neo2 ビュー
• ステージング
• 金型テスト
• 金型テストの結果
• ゾーン較正
• ゾーンスロットの設定
• CAN情報
1. ゾーンは 4つの方法で選択できます。

a. ゾーンにタッチします。ゾーンが選択されます。 

b. をタッチします。これにより、使用可能なすべてのゾーンが選択され
ます。

c. ブロック機能を使用します。タッチしてゾーン要素を 1秒以上押し続けます。
ゾーンの緑色がハイライト表示されます。次に、別のゾーンに触れます。開始
ゾーンと終了ゾーンの間のすべてのゾーンが強調表示されます（選択されます）。

d. ゾーンに触れ、指をドラッグします。指が通過するすべてのゾーンが選択さ
れます。これは、Neo2ビューを除くすべての画面でのゾーン選択オプショ
ンです。

2. をタッチして選択したすべてのゾーンをリセットします。

3. ゾーンが選択されると黄色に変わります。
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7.2  グループの作成

1. ホーム画面で、選択します 

2. グループボタンで、 をタッチして、ドロップダウンメニューを開きます。

3. 1つ以上のグループ（1?10）の名前を割り当てます。
a. グループ 1の名前の右側にある空欄をタッチします。
b. キーボードを使用してグループ 1の名前を入力し、 。
c. 必要に応じて、手順 3.a と 3.b を実行し、グループ 2からグループ 10の名前
を入力します。
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4. グループに含めるゾーンを選択します。
5.  グループの右側にある空欄をタッチします。 

6. グループダイアログボックスのリストから、選択したゾーンに入れたいグループ

名をタッチし、次に 。

7. グループ選択ボタンが画面下部に表示されます。
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8. 必要に応じて、手順 3?6を繰り返して、ゾーンを残りのグループに割り当てま
す。

9. グループを削除するには、グループ X名の右側にあるボックスにタッチします。

10. グループ名キーボード 画面で  をタッチして名前を削除し、 。
グループ名はすべてのクイックセット画面の一番下に表示されます。グループ名
をタッチすると、グループ内のすべてのゾーンのパラメータを一度に設定または
変更できます。

最大 10のグループを作成できます。
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ホーム画面のゾーンビュー行で、選択します

。
クイックセットグループ画面に設定されたすべてのグループが表示されます。
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 画面をタッチすると、フル画面表示になります。 

をタッチすると、半画面表示に戻ります。

7.2.1  カラーコード

グループのカラーコードを付けることができます。

1. ヘッダーバーで  選択します

。

2. 色の選択ダイアログボックスで色を選択し、次に 。

そのゾーンのヘッダーバーが選択された色に変わります。
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7.2.2  レイアウトの順序

グループのレイアウト順を選択することもできます。

1. 選択します。

2. 前のボタンをクリアするか、すべてのボタンをクリアして番号をクリアします。
3. 複数グループビューの上部（1位）にしたいグループのボックスをタッチします。
4. 続けてボックスをタッチして、グループを見たい順番に並べ、 。

グループは一番上（フルビュー画面内）に番号 1groupで配置されます。半画面
表示では、グループは上から下、左から右に配置されています。
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7.2.3  グループの詳細を表示

1. グループのヘッダーの  をタッチすると、グループの詳細が表示されます。
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2. にタッチすると、すべてのグループの詳細が表示されます。

3. にタッチするとすべてのグループの詳細が折りたたまれ、または、

にタッチするとそのグループの詳細のみが折りたたまれます。

4. をタッチすると、クイックセット画面に移動します。

7.3  Neo2ビュー画面の概要

Neo2ビューはゾーンをグラフ形式で表示します。詳細なデータで分ける事なく、
金型の全体的な状態を簡易的に表示します。

ホーム画面で、 を選択します。
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注記 :ヒータオフ。

注記 :ヒータオフ、冷却中。ゾーン 1と 2は個別にオフ。
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注記 :ヒータオンの状態で、緑色は昇温完了、白色は昇温未完了。 ゾーン１は 24に従
属され、ゾーン 9、17、25は個別にオフ。

事項 説明

温度バーグラフ 各ゾーンのバーはゾーンの温度を示します。 

バーは色分けされています。 

• 緑色の領域は成形温度域を表します。
• 中央の白い線が設定値を表します。 
• 矢印は実際の温度を表します。 

• 矢印が黄色の場合、温度はグラフの範囲内にありません。

• 温度がグラフの範囲内にあるときは矢印が黒くなり、設定点に
達するまで上に移動します。 

• ゾーンバーの黄色の領域は、アラーム域を表します。 
• ゾーンバーの赤と青の領域は、高い（赤）と低い（青）のアボート

域を表します。 
• ブランクの灰色のバーはゾーンがオフであることを示します。
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ボタンをタッチすると、画面が下の画面に切り替わります。この画面には
ゾーンの温度のみが表示されます。

ボタンをもう一度タッチすると、グラフィカルな表示に切り替わります。
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7.4  テキストビュー画面の概要

テキストビュー 画面には、ゾーン情報が表形式で表示されます。各ゾーンの詳細
データは表の各行に示されています。プロセスの最も包括的な情報を提供します。 
1. ホーム画面で、選択します 
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列ヘッダー 説明

ゾーン行 テキストビューの各行は、システム内の加熱ゾーンを表します。行
内のどこに触れても、クイックセット画面に移動します。7.5参照。

列ヘッダー テキストビューの各ヘッダーは、各列にどの情報が表示されてい
るかを示します。

• ゾーン = ゾーン番号
• 名前 = ゾーン名
• 設定値 = ゾーンの設定値
• 温度 = ゾーンの実際の温度
• PWR = ヒーターへの電力出力
•  Amp = ヒータの電流消費（この列の値は XLおよび HLカード

では表示せず）
• 漏れ =漏電。この列は、システムセットアップ画面の「漏電」

で「漏電測定値」が選択されている場合にのみ表示されます。
• Reg＝制御モード（Auto＝ T/C制御、手動＝固定％出力、モ

ニター＝温度のみ - 出力なし）
•  アラーム＝アラーム設定値（設定温度に対し ±）
•  アボート＝アボート設定値（設定温度に対し ±）
•  ワット＝各ヒータの計算されたワット数（この列の値は XL

および HLカードでは表示されません）
•  オーム＝回路テストの結果に基づいてヒータの全負荷 Ωを計

算します（この列の値は XLおよび HLカードでは表示されま
せん）

•  全負荷＝回路テスト結果に基づいてヒータの全負荷ワット数
を計算します（この列の値は XLおよび HLカードでは表示さ
れません）

• ボルト＝各ヒータに電力を供給する測定されたライン電圧

スクロールバー スクロールバーを使用して、画面内のページをスクロールします。
使用可能なデータがすべて 1ページに収まる場合、スクロール
バーは表示されません
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7.4.1  テキストビュー画面でのゾーン選択

1つまたは複数のゾーンを選択するには、テキストビュー 画面を使用します。
1. 1つのゾーンを表示する場合は、そのゾーンの行の任意の場所をタッチします。
2. 複数のゾーンを表示するには、最初のゾーンを押し続けます。次に、最後のゾー
ンまで上または下にドラッグします。2つのゾーン間のすべてのゾーンが選択さ
れます。

3. 画面は自動的にクイックセット画面に移動します。

7.4.2  並べ替え

テキストビュー画面、列ヘッダーを持つ他のすべての画面で列データを並べ替える
ことができます。ヘッダーフィールドをタッチします。列のヘッダー名の横に、昇
順または降順の矢印（ ）が表示されます。元に戻すには、列ヘッダーを
タッチします。
情報は、動的列（例えば、電流（Amp）、電圧（Volt）など）に従って並べ替えられ
ます。これは、どのゾーンが最新になっているかを把握しようとする場合に常に役
立ちます。 

7.5  クイックセット画面

ゾーン設定を変更するには、クイックセット画面を使用します。 

ホーム画面で、選択します 

注記 : Neo2、複数グループ、またはテキストビュー画面でゾーンを選択すると、
クィックセット画面が自動的に表示されます。
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変更するゾーンまたはグループを選択するか、データを入力します。
各タブを展開するには、 をタッチします。

7.5.1  頻繁に使用されるフィールド
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パラメータの右側にあるボックスをタッチすると、キーボードまたはメニューが表
示されます。

温度設定値 - キーパッドを使用して、自動またはモニター運転での設定値を入力し
ます。
上向き・下向き矢印

 上向き矢印、 は、設定値が入力された量だけ増加することを示します。矢
印の下の数字は、ダイアログウィンドウで設定値の最大限度を超えずに入力できる
最大の数値です。
注記 :設定値の最大限度は、このボタンがアクティブになる前に、7.5.4項を参照して

入力する必要があります。

 下向き矢印、 は、入力された量だけ減少することを示します。矢印の下の
数字は、ダイアログウィンドウで設定値の最小限度を下回らずに入力できる最大の
数値です。
注記 :制限値の最小限度は、このボタンがアクティブになる前に、7.5.4項を参照して

入力する必要があります。
と  矢印を使用して、現在の設定値から指定した量を加算または減算します。

1.  設定温度ダイアログボックスで、 またはボタンをタッチします。 
注記 : 2つのボタンは、最初にグレー表示されています。

2. キーパッドを使用して、現在の設定値に加算または減算する量を入力します。
たとえば、5度です。
注記 : 数字を入力すると、 または  ボタンがグレー表示されずに有効にな

ります。
3.  矢印でボタンをタッチします。5度が現在の設定値に加算されます。ダイア
ログボックスが消えます。クイックセット画面に戻ると、選択したゾーンに示さ
れている設定値が 5度増加します。

4. 矢印でボタンをタッチすると、現在の設定値が 5度下がります。ダイアロ
グボックスが消えます。クイックセット画面に戻ると、選択したゾーンに示され
ている設定値が 5度下がります。 

5. ボタン内の数字は、キーパッドで上下矢印を使って入力できる最大値です。
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電力設定値 — ゾーンが手動調整にあるときに適用される電力の割合を調整するには、
キーパッドを使用します。

ゾーンの ON/OFF—選択したゾーンをオンまたはオフにします。デフォルトは ONです。
ページ 56



規制—選択したゾーンの運転モードを設定します。自動は熱電対の読み値に対して温度を制
御します。手動では熱電対の読み値に関係なくヒータに電力のみを供給（0?100％）します。
モニターでは、ゾーンの温度のみを監視します（ヒータに電力が供給されない）。

アラーム— キーパッドを使用して、上下限のアラーム制限域を設定します。

アボート — キーパッドを使用して、上下限のアボート制限域を設定します。
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7.5.2  ゾーン編集フィールド

ゾーン名ボタンの右側にあるボックスをタッチします。
キーボードを使用してゾーンまたはグループに名前を付けます。8つの一般的なゾー
ン名がキーボードの上にあります。一般的なタブをタッチして、その名前をゾーン
に割り当てます。

グループ husky＃ 1のすべてのゾーンにゾーン名、バルブゲートが割り当てられてい
ます。
すべてのゾーンに名前を付けたら、自動 +をタップします。自動 +は、すべての
ゾーンに番号を順番に割り当てます。
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ロック /アンロックされたボタンの右側にあるボックスをタッチします。

ダイアログボックスで、ロックまたはアンロックを選択し、 。ゾーンがロックさ
れている場合、クイックセット画面から変更することはできません。
すべてのゾーンが表示されます。
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7.5.3  グループ

7.2項参照。

7.5.4  設定値の制限
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設定値の範囲 —温度設定値の範囲を設定します。例：最小値が 100°Fに設定され、
最大値が 600°Fに設定されている場合、100°F未満または 600°F超の設定値を入力す
ることはできません。

出力範囲 —出力範囲を設定します。
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7.5.5  手動スタンバイ

手動スタンバイ温度設定値－ を選択した時に、すべてのゾーンに適用される温

度手動スタンバイは、タイマーが切れるまで、または に再びタッチするまで、

すべてのゾーンの温度を設定値まで下げます。
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手動スタンバイ温度範囲 —手動スタンバイ温度設定値の範囲を設定します。

手動スタンバイ電力設定値— を選択した時に、すべてのゾーンに適用される電

力値手動スタンバイは、タイマーが切れるまで、または に再びタッチするま

で、すべてのゾーンの電力レベルを設定値まで下げます。
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手動スタンバイ電力範囲 —手動スタンバイ電力設定値の範囲を設定します。

タイマー—手動スタンバイモード時の時間を設定します。
注記 :これは、すべてのゾーンに適用されるシステム設定です。

手動スタンバイ時間タイマーをいつでもキャンセルするには、 開始または停止ボタン
をタッチします。

手動スタンバイ操作の説明

手動タイ
マー

遅延タ
イマー

リモート
タイマー

入力
モード 操作－ STANDBY ボタン選択

0:00:00 ---- ---- ---- 一度入ると解除するまでスタンバイ状
態となります。

X:XX:XX ---- ---- ---- タイマーが切れるまでシステムはスタ
ンバイ状態のままです。
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7.5.6  手動ブースト

手動ブースト温度設定値－を選択した時に、すべてのゾーンに適用される温度 手動

ブーストは、タイマーが切れるまで、または再度 にタッチするまで、すべてのゾーン

の温度を手動ブースト温度設定値に引き上げます。デフォルト値は変更なしです。
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手動ブースト温度範囲 —手動ブースト温度設定値の範囲を設定します。

手動ブースト電力設定値— を選択した時に、すべてのゾーンに適用される電力

値手動ブーストは、タイマーが切れるか、または再度 にタッチするまで、すべ

てのゾーンの電力レベルを設定値まで上昇させます。デフォルト値は 90％です。
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手動ブースト電力範囲 —手動ブースト電力設定値の範囲を設定します。 

タイマー—手動ブーストモード時の時間を設定します。

手動ブーストは、開始ボタンまたは停止ボタンをタッチすることで、いつでもキャ
ンセルできます。

手動ブースト操作の説明

手動タイ
マー

遅延タ
イマー

リモート
タイマー

入力
モード 操作 - BOOSTボタン選択

0:00:00 ---- ---- ---- 一度入ると解除するまでブースト状態
となります。

X:XX:XX ---- ---- ---- タイマーが切れるまでシステムはブー
スト状態のままです。
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7.5.7  リモートスタンバイ 

リモートスタンバイは、IMM等の外部設備から Neo5へのデジタル入力信号で作動さ
せます。

リモートスタンバイ温度設定値 - リモートスタンバイ信号が受信された時に、すべて
のゾーンに適用される温度 リモートスタンバイは、タイマーが切れるまで、または
リモートスタンバイの信号が除かれるまで、すべてのゾーンの温度を設定値まで下
げます。
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リモートスタンバイ温度範囲—リモートスタンバイ温度設定値の範囲を設定します。

リモートスタンバイ電力設定値 — リモートスタンバイ信号が受信された時に、すべ
てのゾーンに適用される電力値リモートスタンバイは、タイマーが切れるまで、ま
たはリモートスタンバイの信号が除かれるまで、すべてのゾーンの電力レベルを設
定値まで下げます。

リモートスタンバイ電力範囲 —リモートスタンバイ電力設定値の範囲を設定します。
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タイマー—リモートスタンバイ時の時間を設定します。
注記 :タイマー、遅延タイマー、入力モードは、すべてのゾーンに適用されるシステ

ム設定です。

遅延タイマー —リモートスタンバイ信号を受信してからスタンバイモードに入る
まで、待機する時間を入力します。

入力モード — 3つのモードのいずれかに設定します。
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リモートスタンバイ時間タイマーをキャンセルする場合は、開始または停止ボタン
をタッチします（トリガーまたは ON / OFFモードのときのみ）。
直接モードでのリセット遅延タイマー：
リセット遅延タイマーは、直接モードのときと遅延タイマーが進行中のときにのみ
使用されます。
有効にすると、 、リセット遅延タイマーでは、システムヘッダーの [スタンバイ ]
ボタンに触れることで遅延タイマーをリセットできます。

リモートスタンバイ操作の説明

手動タ
イマー

遅延タ
イマー

リモート
タイマー

入力
モード 操作－ STANDBY ボタン選択

---- 0:00:00 0:00:00 トリガー タイマーが設定されていないため、スタンバイ
に入りません。

---- 0:00:00 X:XX:XX トリガー 信号入力後、遅延なしにリモートタイマーが切
れるまで、スタンバイ状態に留まります。

---- X:XX:XX X:XX:XX トリガー 信号入力後、指定された時間だけ遅延し、リ
モートタイマーが切れるまでスタンバイに入り
ます。

---- X:XX:XX 0:00:00 トリガー 信号入力後、指定された時間だけ遅延し、直ち
にスタンバイに入ります。

---- X:XX:XX X:XX:XX トリガー 信号入力後、指定された時間だけ遅延し、リ
モートタイマーが切れるまでスタンバイに入り
ます。遅延タイマーが働いている間に入力信号
が状態を変えると、遅延タイマーは指定された
値にリセットされます。

---- X:XX:XX 0:00:00 トリガー 信号入力後、指定された時間だけ遅延し、直ち
にスタンバイに入ります。遅延タイマーが働い
ている間に入力信号が状態を変えると、遅延タ
イマーは指定された値にリセットされます。

---- 0:00:00 0:00:00 ON/OFF 信号入力後、その信号が OFFになるまでシス
テムはスタンバイに入ります。

---- 0:00:00 X:XX:XX ON/OFF 信号入力後、その信号が OFFになるまで、
またはタイマーが切れるまでスタンバイに入り
ます。

---- X:XX:XX X:XX:XX ON/OFF 信号入力後、指定された時間だけ遅延し、その
信号が OFFになるまで、またはタイマーが切
れるまでスタンバイ状態に留まります。

---- X:XX:XX 0:00:00 ON/OFF 信号入力後、指定された時間だけ遅延し、その
信号が OFFになるまでスタンバイ状態に留ま
ります。

---- ---- ---- 直接 信号入力後、その信号が OFFになるまでコン
トローラはブーストに入ります。運転開始時に
入力信号が入っている場合、すぐにスタンバイ
モードに入ります。
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7.5.8  リモートブースト 

リモートブーストは、IMM等の外部設備から Neo5へのデジタル入力信号で作動させ
ます。

リモートブースト温度設定値 - リモートブースト信号が受信された時に、すべての
ゾーンに適用される温度リモートブーストは、タイマーが切れるまで、またはリ
モートブーストの信号が除かれるまで、すべてのゾーンの温度をリモートブースト
温度設定値まで上げます。
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リモートブースト温度範囲—リモートブースト温度設定値の範囲を設定します。

リモートブースト電力設定値—リモートブースト信号が受信された時に、すべての
ゾーンに適用される電力値リモートブーストは、タイマーが切れるまで、またはリ
モートブーストの信号が除かれるまで、すべてのゾーンの電力レベルを設定値まで
上げます。

リモートブースト電力範囲 —リモートブースト電力設定値の範囲を設定します。
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タイマー—リモートブースト時の時間を設定します。
注記 :タイマー、遅延タイマー、入力モードは、すべてのゾーンに適用されるシステ

ム設定です。

遅延タイマー —リモートブースト信号を受信してからブーストモードに入るまで、
待機する時間を入力します。

リモートブースト入力モード — 3つのモードのいずれかに設定します。
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リモートブーストは、開始または停止ボタンをタッチして、いつでもキャンセルで
きます（トリガーまたは ON/OFFモードのときのみ）。 

リモートブースト操作の説明

手動タ
イマー

遅延タ
イマー

リモー
トタイ
マー

入力
モード 操作 - BOOSTボタン選択

---- 0:00:00 0:00:00 トリ
ガー

タイマーが設定されていないため、ブーストに入
りません。

---- 0:00:00 X:XX:XX トリ
ガー

信号入力後、遅延なしにリモートタイマーが切れ
るまで、ブースト状態に留まります。

---- X:XX:XX X:XX:XX トリ
ガー

信号入力後、指定された時間だけ遅延し、リモー
トタイマーが切れるまでブーストに入ります。

---- X:XX:XX 0:00:00 トリ
ガー

信号入力後、指定された時間だけ遅延し、直ちに
ブーストに入ります。

---- 0:00:00 0:00:00 ON/OFF 信号入力後、その信号が OFFになるまでシステ
ムはブーストに入ります。

---- 0:00:00 X:XX:XX ON/OFF 信号入力後、その信号が OFFになるまで、また
はタイマーが切れるまでブーストに入ります。

---- X:XX:XX X:XX:XX ON/OFF 信号入力後、指定された時間だけ遅延し、その信
号が OFFになるまで、またはタイマーが切れる
までブースト状態に留まります。

---- X:XX:XX 0:00:00 ON/OFF 信号入力後、指定された時間だけ遅延し、その信
号が OFFになるまでブースト状態に留まります。

---- ---- ---- 直接 信号入力後、その信号が OFFになるまでコント
ローラはブーストに入ります。運転開始時に入力
信号が入っている場合、すぐにブーストモードに
入ります。
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7.5.9  ヒーターのタイプ

1. ヒータの名前をその種類に応じて割り当てることができます（1?8）。
a. カスタムタイプ 1の名前の右側にある空欄をタッチします。キーボード画面
が表示されます。

b. 9つの一般的な名前を選択するか、キーボードを使用して名称を入力します

。

c. 必要に応じて、手順 1.a と 1.b を実行し、カスタムタイプ 2からカスタムタイ
プ 8の名前を入力します。
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2. 割り当てたいゾーンを選択します。

3. ヒーターのタイプの右側にあるヒータータイプをタッチします。
4. ドロップダウンリストから、選択したゾーンに割り当てるヒータ名をタッチし、

。

5. 必要に応じて、手順 2?4を繰り返して、ヒータ名を残りのゾーンまたはグループ
に割り当てます。

7.5.10  高度な設定 
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出力電力制限 — ダイアログボックスで、ゾーンを加熱するために供給される出力電
力の最大パーセンテージを入力します。

スレーブ（従属）— スレーブさせるゾーン番号を入力します。熱電対が故障した場
合、Neo5は選択したゾーンにスレーブさせ、同じ出力でヒータを制御します。これ
により、選択されたゾーンは熱電対なしで機能します。7.5.13項参照。

センサ入力 — ゾーンに接続されている熱電対の番号を入力します。マッチゾーンボ
タンは、ゾーンと同じ番号の熱電対を選択します。
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出力モード — ゾーンを制御するために使用する出力モードのタイプを選択できます。
ゼロクロスまたは位相角を選択します。

PCM - 優先順位制御 — ゾーンまたはシステムを選択します。アボート状態では、不具
合箇所がゾーンに設定されている場合はゾーンのみ運転を停止、システムが設定さ
れている場合は全ゾーンが停止となります。

AMC — 自動手動制御（AMC）。ゾーンの熱電対が故障し、AMCが Onに設定されてい
る場合、Neo5は自動的に手動の電力出力パーセンテージを適用してゾーンを加熱
し、運転を継続します。Neo5ソフトウェアは、過去の平均値を使用して手動の電力
出力パーセンテージを計算します。

漏電チェック — ダイアログボックスで、漏電チェックを Onまたは Offに設定しま
す。デフォルト設定は ONです。
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漏電限界 — ダイアログボックスで、上限値を Ampで入力します。その設定は、
Neo5の漏電警報の基準となる値です。

応答なし制限 — 設定された時間内に 96%以上の電力で 5度以上上がらなかった場
合にアラームとしてお知らせします。デフォルト値は 4分で、有効な範囲は 2～ 15
分です。
No Heater Detected Enable — ヒータ非検出アラームは、ヒータが壊れているか、接続
されていないかについて瞬間的に検出しお知らせします。No Heater Detected Enable 
ボックスをタッチして、No Heater Detected 機能を有効にします。
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No Heater Limit — この設定は、ヒータがゾーンに接続されているかどうかを判断する
ためのものです。ゾーンの測定値が 10秒以上、その設定値を下回っている場合、
ヒータなしのアラームが発生します。

7.5.11  制御設定フィールド
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制御モード — ARTは、異なるヒータに合わせて制御アルゴリズムを自動的に調整し
ます。コントローラは自動的に調整された ARTアルゴリズムから手動で調整できる
アルゴリズム（PID）に切り替えることができます。 
P-比例 — これは、制御アルゴリズムによって使用される比例項の値です。可能な値
は 0～ 250です。
I-積分 — これは、制御アルゴリズムによって使用される積分項の値です。可能な値
は 0～ 250です。
D-微分 — これは、制御アルゴリズムによって使用される微分項の値です。可能な値
は 0～ 250です。
PID値は、ART設定ドロップダウンメニューで設定できます。

7.5.12  ARTの設定
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ART

• リセット — ゾーンの ARTパラメータをリセットします。次の運転で、ゾーンは
自動的に ARTプロセスを開始します。

注記 : リセットは、システムモードに関係なく選択できます。
• Re-ART — 選択したゾーンでチューニングプロセスを再実行します。

注記 : ゾーンを Re-ARTさせるには、コントローラの運転を開始する必要があり
ます。

• キャンセル — ARTプロセスを停止します。

注記 : ARTプロセスをキャンセルするには、コントローラの運転を開始する必要
があります。
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最小 P — ダイアログボックスに最小比例（P）値を入力します。

最小 I — ダイアログボックスに最小積分（I）値を入力します。

最小 D — ダイアログボックスに最小微分（D）値を入力します。
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デフォルト P — ダイアログボックスにデフォルトの P値を入力します。

デフォルト I — ダイアログボックスにデフォルトの I値を入力します。

デフォルト D — ダイアログボックスにデフォルトの D値を入力します。
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ARTオフセット — ARTプロセスを開始する前に、すべてのゾーンの現在温度が通常
の設定値よりをここでの設定温度分下回らなければいけません。

7.5.13  ゾーンスレーブ

金型内で最も脆弱な部品のいくつかは、熱電対です。熱電対が故障すると、アラー
ムが鳴り、アラーム画面にエラーが記録されます。これが発生すると、次の 3つの
手順のうちの 1つを選択するようになります。
1. 成形を停止、型を降ろし、該当箇所を修理します。時間等の都合から、この選択
は望ましくない場合があります。

2. ゾーンを手動制御モードに切り替え、運転を続行します。手動モードでは、ヒー
タの電力変動（例えば、せん断熱）に対し補正することができないため、これに
は限界があります。

3. 問題のあるゾーンを別のゾーンにスレーブします。ホットランナでは、不良ゾー
ンと非常に類似したヒータを有する他のゾーンが存在する場合があります。
Neo5では、問題のないゾーンの電力出力と同じ出力を欠陥のあるゾーンに適用
する事ができます。これによってヒータの電力変動にも対応したかたちになりま
す。これは、金型を開けずに不良熱電対を修復するのと同様です。

7.5.13.1  自動スレーブ機能の使用

連続運転中に熱電対が誤動作すると、オートスレーブ機能が引働きます。ヒータは
連続的にモニターされ、比較データが保存さています。このデータは、金型内の各
ゾーンごとにほぼ同一のマスター /スレーブ関係を選択するために使用されます。
コントローラは、記憶された比較データに基づき、どのゾーンにスレーブさせるか
を把握している為、運転を継続させる事ができます。 
オペレーターが必要な事は、エラーを確認し、アラームをクリアしてリセットする
ことです。Neo2 ビュー、複数グループ表示、テキストビュー画面では、ゾーン番号
が元のゾーン番号とスレーブゾーンの間で切り替わります。
エラーがクリアされリセットされると、スレーブ値がデータベースに保存されます。
そのゾーンのクイックセット画面には、そのゾーンがスレーブされているゾーンが
表示されます。自動スレーブ機能は、システムセットアップ画面で無効にすること
ができます。
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自動スレーブ機能が適切な相手を見つけることができない場合、自動手動制御
（AMC）機能が有効になります。AMCが Onに設定されている場合、システムは自動
的に不良ゾーンを手動モードに切り替え、計算された平均電力出力をヒーターに適
用します。AMCが Offの場合、優先制御モード（PCM）が有効になり、PCM設定に
基づいてゾーンまたはシステムがシャットダウンされます。

7.5.13.2  ゾーンを別のゾーンに手動でスレーブする

熱電対が故障しそうになった場合、熱電対が完全に故障する前に別のゾーンにス
レーブさせることができます。
手動でゾーンを別のゾーンにスレーブする：

1. クイックセット画面で、スレーブする必要があるゾーンを選択します。
2. 詳細設定 ドロップダウンメニューを開きます。
3. ボタンの右側にあゾーンにスレイブ ボックスをタッチします。選択したゾーン

をスレーブするゾーン番号を入力し、 。

Neo2 ビュー、複数グループビュー、 テキストビュー画面では、手動スレーブゾーン
の色が白から濃い青に変わり、ゾーンと名前が元のゾーン番号とスレーブされる
ゾーン番号の間で切り替わります。 

7.5.14  アクティブ リーズニング テクノロジー (ART)

Active Reasoning Technology（ART）は、自動意思決定にマイクロプロセッサベースの
制御システムを適用する技術です。アクティブまたは連続学習プロセスを対象とし
た制御方法で、誤った操作や不具合を意図的に回避することにより、誤った機能や
不正操作に耐性があります。
統合ハードウェアと組み合わされた Active Reasoningソフトウェアは、モジュール式
のシングルインプット、シングルアウトプットコントローラよりも情報を広め、よ
り良いプロセス決定を行います。すべてのゾーンが相互にやり取りし、その相互作
用の影響を理解する能力が最も重要です。全自動制御は利点の 1つです。起動時に、
制御がすべてのゾーンを個別に調べ、次にすべてのゾーンの比較を調べ、それらの
間の相互作用を判断します。あらゆる漏電を、個別に、そして全体として試験しま
す。その後、金型をうまく均等に加熱するために必要なベイクアウトとソフトス
タートのルーチンを作成します。

重要 !

同様のヒータ特性を持つマスターゾーンを選択します。例えば、マニホルドゾーン
はチップゾーンにその容量からスレーブできないかもしれません。ゾーンは、同じ
ゾーンに従属することはできません。
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7.5.14.1  ゾーン制御を ARTから PIDに変更する

制御アルゴリズムは、異なるヒータに合わせて自動的に調整されます。この制御方
法は、アクティブ リーズニング テクノロジー（ART）と呼ばれます。場合によって
は、自動調整された ARTアルゴリズムから手動で調整できるアルゴリズムに切り替
える必要があるかもしれません。この制御方法は、PIDと呼ばれます。ゾーンを ART
制御から PID制御に切り替えた際には、比例、積分、微分の各パラメータの値を手動
で入力します。

7.5.14.2  典型的な PID値

以下に代表的な PID値のリストを示します。

7.5.14.3  ふらつきの主な要因

誤った設定条件により、ふらつきが発生する。ふらつきの最も一般的な原因は次の
とおりです：

PID値

比例 積分 微分 タイプ 例
015 010 002 高速 内部に配置された熱電対を備えたプ

ローブまたはヒーター050 020 000 高速

020 010 000 高速

015 015 000 高速

020 007 100 中間 内部に配置された熱電対を備えたプ
ローブまたはヒータ（より大きい質量）020 005 200 中間

100 003 000 遅い 外部に配置された熱電対を備えたマニ
ホールドまたはヒータ075 003 150 遅い

ふらつきの主な要因

原因 説明

「P」が大きすぎます 温度変化 1℃あたりの電力変化が大きすぎます。

「I」が大きすぎます 以下のプロセスに対する電力の変化が急激すぎます。

「D」が大きすぎます 階段状の変化が温度の変化率に対して大きすぎます。

せん断 見落とされがちな重要な問題は、ゲート領域を通過する際の材料の
せん断の影響です。これは、厳しい条件下で 33°C（60°F）を超える
温度上昇を引き起こす可能性があります。したがって、成形中に大
きな温度変化が生じた場合、この変化を成形サイクル時間に対して
記録することは大変価値があります。コントローラからの冷却は不
可能な為、適切に選択された PIDを使用してこの影響を最小限に抑
えることが必要となります。
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第 8章 金型診断

診断機能は、金型の問題を事前に確認するため、またはメンテナンス後の配線等を
確認するための便利な機能です。また、診断機能を利用して、金型内のすべての
キャビティ間の簡易的な熱解析をすることもできます。

8.1  テスト設定

注記 :設定は出荷時の初期値に設定されています。必要に応じて設定は変更できます。
以下設定は、最初に確認・設定頂ければ、今後特別なケースを除き、必要あり
ません。

テストを実行する前に、設定画面で各パラメータを入力する必要があります。
1. ホーム画面で、選択します 
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2. 金型テスト画面で、設定を選択します。

3. 「validate Zone After」ボタンの右側にあるボックスをタッチします。

4. validate Zone After ダイアログボタンで、温度を入力し、 をタッチします。
これは、テスト対象のゾーンが到達しなければならない温度上昇です。

5. Fixed Start Setpoint ボタンの右側にあるボックスをタッチします。
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Fixed Start Setpointが有効な場合、入力された値が最小設定値として使用されま
す。無効の場合、テスト用に選択されたゾーンの最小設定温度値が最小設定値と
して使用されます。
配線テスト中、実行されているゾーンがこの設定値以下になり次第、次のゾーン
に移ります。

6. Fixed Start Setpoint ダイアログボックスで温度を入力し、 。
7. Fixed Start Setpointを使用するには、Fixed Start Setpointボタンの右側にあるボッ

クスをタッチします。これにより、ボックスに が入ります。

8. ゾーン冷却時間ボタンの右側にあるボックスをタッチします。

9. ゾーン冷却時間ダイアログボックスで、ゾーン冷却時間を入力し、 。
8.2.1参照。

10. 最長テスト時間ボタンの右側にあるボックスをタッチします。
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11. ダイアログボックスで、最長テスト時間を入力し、 。8.2.2参照。
出力電力制限 — ユーザが必要に応じて出力電力制限を設定できるようにこのボ
タンをタッチする事でクイックセット画面へ移行します。
センサー — ゾーンと熱電対が正しく接続されていない場合（ゾーン 1から熱電
対 1）、センサーボタンの右側のボックスがアクティブになります（グレー表示
されません）。再配線ボックスにタッチし、ゾーンを熱電対に正しく接続します。

8.2  金型診断の実行

1. コントローラーまたは金型に電源を接続する前には、金型とその周囲をきれいに
してください。

2. 安全のために、コントローラーと金型が同じように接地していることを確認して
ください。

3. 金型の配線をチェックして、裸線、擦り切れた端子、被覆材の損傷がないことを
確認します。

4. コントローラーと金型間に熱電対、ヒータケーブルを接続します。
5. Neo5を主電源に接続し、電源を ONにします。
6. ログインして金型設定をロードします。
7. ホーム画面で、を選択します

8. 選択されたゾーンのみがテストされます。

注意 !
機器の損傷の危険性 — アース線を確実に繋いで下さい。適切な長さの電線を使用
して、金型とアースを接続します。
ページ 92



9. 金型試験画面で目的のゾーンを選択します。
10. Neo5が停止していることを確認してください。
11. 実行したい項目をタッチします。8.2.3参照。

12. をタッチすると、選択したゾーンで選択した項目が実行されま
す。

13. テストを中止する必要がある場合は、 をタッチします。

8.2.1  ゾーン冷却時間

ある金型では、次のゾーンのテストへ移動する前に冷えるのを待つ必要があります。
この時間は、ヒータへの電力が止まった後、熱電対の表示温度が長く上がり続けた
場合に必要になります。これは体積の大きいマニホールドに発生する現象です。
Neo5が前のゾーンの温度が上昇中に次のゾーンのテストを開始した場合、テスト結
果に影響が出る可能性があります。出荷時設定は 10秒です。各金型設定ではそれぞ
れの冷却時間が設定できます。

8.2.2  最長テスト時間

一部の金型では、熱電対の配線に問題があると、テスト中にヒーターが損傷する恐
れがあります。間違った配線仕様のヒーターでは、ヒータに最大電力を供給しても
熱電対に反応がなく、一定の温度に到達しません。ある例では、キャビティプレー
トがない状態でホットランナをテストします。ヒーター容量が大きい場合は、短い
試験時間では昇温の時間が足りず、テストに失敗することがあります。オペレー
ターは、異なるタイプのヒーターに対応できるよう各ゾーンの最長試験時間を設定
できます。出荷時設定は 2分です。各金型設定ではそれぞれの冷却時間を設定でき
ます。

8.2.3  テスト内容

ヒーターテスト — 加熱中、最大電流と電圧が記録され、抵抗が計算されます。
ヒューズもチェックします。
センサーテスト - 熱電対が正しく働くかテストします。例えば、熱電対が断線または
極性が逆転した場合です。
配線テスト — 熱電対とヒーターが正しいペアで設定されていることを確認します
（1と 1、2と 2など）。加熱中、最大電流と電圧が記録され、抵抗が計算されます。
クロストークテストが行われる前に、ゾーン温度がしきい値よりも低くなるのを待
ちます。 
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8.3  金型テストの結果

1. ホーム画面で、選択します 

。

次の画面は、金型テストの結果画面のフィールドとボタンを説明します。

項目 説明
ゾーン ゾーン番号

名前 ゾーン名

センサー そのゾーンで使用されているセンサーの番号を示します。

ヒューズ ヒューズテストは、そのゾーンのヒューズが正しく動作している
かどうかを判断します。ヒューズの値は次のように表示されます。
• ？＝テストは完了していません。
• OK＝問題ありません。
• 溶断＝ヒューズが断線しています。
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T/C 熱電対テストは、そのゾーンの熱電対が正しく動作しているかど
うかを判断します。熱電対の値は次のように表示されます。
• ? ＝テストが行われなかったか、完了ていません。
• OK＝問題ありません。
• REV＝極性が逆。
• N/C＝接続されていない。
• N/A＝割り当てられていない。
• CAL＝較正されていない。
• OL＝正のオーバーロード。
• -OL＝負のオーバーロード。
• ART＝ゾーンは ART中。

アンプ 各ゾーンのテスト中に消費された電流値。

• ? ＝テストは完了していません。
• - - - ＝このゾーンに電流センサーはありません。
• xx.xxA＝ゾーンの全負荷電流を測定済み。
• ヒーター未検出＝測定値はヒーター検出限界未満。

VAC 各ゾーンのテスト中に測定されたライン電圧の数値。

• ? ＝テストが行われなかったか、完了ていません。
• xxxV＝ゾーンに供給される測定電圧。

OHM テスト中に測定された線間電圧および電流測定値に基づき計算さ
れた抵抗値。

• ? ＝テストは完了していません。
• - - - ＝このゾーンに電流センサーはありません。
• xx.xΩ＝このゾーンについて計算された抵抗値。

ワット テスト中に測定された線間電圧および電流測定値に基づき計算さ
れた電力。

• ? ＝テストは完了していません。
• - - - ＝このゾーンに電流センサーはありません。
• xxxx.xxW＝このゾーンについて計算された全負荷ワット数。

配線 配線テストは、ヒーターとセンサーの割り当てを確認します。こ
のテストでは、センサーの割り当てが一致するかどうかを判断し
ます。センサーの割り当てが一致しない場合は、クロストークの
検出試験は失敗します。 

配線値は次のように表示されます。
• ? ＝テストが行われなかったか、完了ていません。
• OK＝合格。
• 失敗 -n＝ n回失敗しています。

Iso. このテストでは、ゾーンが隣接ゾーンからどの程度、離れている
かを表すために使用される、クロストークデータが計算されます。
1つのゾーンを加熱する場合、隣接ゾーンの温度は上昇してはなり
ません。

Iso値はパーセンテージとして表示されます。
• ? ＝テストが行われなかったか、完了ていません。

項目 説明
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注記 :「Not tested」とはゾーンが選択されていなかったか、または 1つか 2つのテス
ト項目（ヒーター、センサー、または配線）がチェックされなかったことが原
因の可能性があります。「Test did not complete」とは、試験がタイムアウトし
た、またはユーザが試験を停止したことを意味します。

8.3.1  熱電対の自動配線

熱電対は、あるヒータの熱電対が別のヒーターに接続されているなどした場合、
誤って過昇温する恐れがあります。
Neo5配線テストでは、熱電対 /ヒータ配線をチェックし、配線が正しいかどうかを
判断します。テストが完了し、エラーが検出された場合、エラーのあるゾーンは失
敗と表示され、続いて配線列に正しい配線先のゾーン番号が表示されます。また、
金型テスト設定の再配線 ボタンが有効になります。
熱電対を自動的に再配線するには：

1. 必要に応じて、金型テスト画面の下部に触れ、 をタッチします。

2. 設定画面で、再配線ボタン をタッチすると、金
型の熱電対が自動的に正しいゾーンに再割り当てされます。

注記 :この情報は、現在の金型設定とともに保存されます。

G/F 接地テストは、各ゾーンの漏電をテストします。漏電の値は次の
ように表示されます。
• ? ＝テストが行われなかったか、完了ていません。
• - - - ＝このゾーンに電流センサーはありません。
• OK＝合格。
• 失敗＝失敗（クイックセットの漏電限界値を超えた漏れ値）。

B/O ベイクアウトは各ヒーターの吸湿具合を確認します。ベイクアウ
トの値は次のように表示されます。
• ? ＝テストが行われなかったか、完了ていません。
• - - - ＝このゾーンに電流センサーはありません。
• OK＝合格。
• 失敗＝失敗（システム設定画面のベイクアウト制限の設定を

超えた数値）。

漏電 測定された漏電電流（アンペア）。

• ? ＝テストは完了していません。

時間 各ゾーンをテストするのにかかる時間。

• ? ＝テストは完了していません。

項目 説明
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8.3.2  金型テスト結果の比較

 金型結果画面の比較機能がチェックされると、診断結果画面に 2つ
の表が表示されます。上の表は「ベースライン」の結果を示し、下の表は「比較」
の結果を示しています。画面の上部にあるボタンにより、オペレーターはベースラ
イン結果を選択し、データベース内の表のリストから結果を比較できます。
1. 金型テスト画面で、診断テストを実行します。結果は診断テーブルに保存さ
れます。

2. 、 金型テストの結果をタッチして、診断結果画面に移動します。

3. 診断結果画面の右上にあるを押します 。試験結果タイトルのキーボード
が表示されます。

4. をタッチします。診断結果テーブルは、Test 1という名前の新しいテーブ
ルにコピーされます。

5. をタッチします。ドロップダウンメニューの、ベースラインの
選択で、上の表のベースラインとして使用する結果を選択します。
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6. を押します。ドロップダウンメニューの、比較の選択で、ベー
スラインと比較する項目を選択します。

7. アンペア、ワット、電圧、およびオームの違いは、下の表で赤で強調されます。

8. データベースに 20個の診断結果表があると、 保存ボタンは無効になります

。 をタッチすると、診断結果表が削除され、別のテーブルを保存

することができます。
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第 9章 金型昇温

この章では Neo5システムをスタートする方法、エラー発生時のエラーとアラーム状
態のチェックの方法を説明します。

9.1  ヒータ回路テスト

9.1.1  スタートアップ

1. フルパワー供給前に全てのゾーンのヒータテストをする場合は、ヘッダ内の
 を選択します。テスト時間は約 15秒ほどですからソフトスタート開始前

に完了します。
このテストでは次のヒータの誤りを検出します：

誤作動 説明

開回路 ヒータの故障、接続不備、またはヒータが無い等。

回路ショート 現在の回路が意図的経路を通らない場合は加熱出力の回線エラー、
2つの導線同士の緊張の発生や線の引きつれ等とした結果になり
ます。

漏電 ヒータに湿気吸収があった場合、一般的に低電流漏電が発生します。

誤ったヒータ ヒータに限度以上の加熱があった場合に発生します。
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9.2  漏電 /ヒータベークアウトシステム

Neo5は進化した漏電 /ヒータベークアウト装置が搭載されています。Neo5がスター
トすると、それぞれのヒータの漏電状態のチェックが継続的に施行されます。必要
な場合に低電圧のヒータベークアウトが施行されます。該当ヒータの湿気をベーク
アウトします。

9.2.1  アース線漏電の限度

H カード用 (ICC3):

ヒータの漏電流に対する継続的なモニタリングを行う機能があるカードです。この
システムは初期値 500ミリアンペアでの漏電の限度設定と 1から 999ミリアンペア
の調整範囲内で漏電を検知します。
漏電制限の設定は クイック設定 画面内の設定詳細にて行えます。7.5.10参照。

9.2.2  ヒータベークアウトサイクルの設定

必要に応じ５低電圧ヒータベークアウトができます。各周期を 1分から 30分間で設
定できます。システムモードのシステムタイマーはヒータベークアウトの周期を表
示します。 
ヒータベークアウトの周期が完了した後、別のヒータベークアウトが必要であるか
決定します。ヒータベークアウトの警告が発生した場合（次を参照、 システムの設定 
画面、第 10章）、ヒータベークアウト周期数の設定後でも、まだシステム内に湿気
が有るようなら別のヒータベークアウト周期の為にシステムを自動停止させてヒー
タベークアウト開始のアラームを出します。数回のヒータベークアウト周期後にシ
ステム内の湿気が無い場合、周期は完了となりソフトスタート開始となります。
このシステムは初期値 200ミリアンペアでの漏電の限度設定と 1から 999ミリアン
ペアの調整範囲内で漏電を検知します。200ミリアンペア以上の値且つ漏電限度以下
の場合はヒータベークアウトエラーになります。 
システムの設定 画面、第 10章を はヒータベークアウト パラメータ設定にします。  
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9.3  ソフトスタート

ソフトスタートの間に、すべてのゾーンのウオームアップを同時に同じレートで行
います。ソフトスタートは均一な熱膨張に繋がります。 
注記 : ソフトスタートはスタートアップ段階ではアクティブではありません。
ソフトスタートのシーケンスは： 

1. 必要に応じてヒータベークアウトを開始します。 
注記 : ARTが終了していない場合は、ソフトスタート時に ART プロセス 画面が表

示されます。 
2. ARTが終了していない時には、プロセスが開始します。
3. ソフト開始 はステータスバーに表示されます。 それぞれのマニホールドヒータに
通電させます。微弱な電力を各マニホールドヒータが受けます。すべての対象
ゾーンは同じレートで温度を上昇することで金型内の温度上昇もスムーズにでき
ます。これで金型の漏れを防ぎます。

4. 全ての温度が設定値に近づくと稼動状態がシステムモード内に表示されます。
5. ソフトスタート は システムセットアップ 画面上で表示でき、第 10章を参照し
ます。 

9.3.1  ソフトスタート下限値の調整

ソフトスタート制限はシステム内の最小温度と最高温度間の計算に使用されます。
このウインドゥはソフトスタートプロセスと最小温度と最高温度間の差を決めます。
一般的には、ソフトスタート制限値を下げるとこのギャップを減少させ、ホットラ
ンナシステムのコールドスタートからその均一な温度分布を向上します。
ソフトスタートの下限設定は システム設定 画面 第 10章を参照します。

9.4  アラーム画面

この アラーム 画面は発生したエラーを表示します。アラーム発生時には下側のア
ラーム ボタンアイコンが黄色なった後に赤で点滅します。アラーム ボタンに触れて 
アラーム スクリーンを開示します。
注記 : アラームの状態の説明は イベント履歴 画面と アラーム 画面に表示されます、 

9.6項を参照してください。アボートの状態の説明は イベント履歴 画面と ア
ラーム 画面に表示されます、 9.7項を参照してください。 
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 このボタンがクイックリンクさせるのは イベント履歴 画面です。この イベン
ト履歴 画面に保存されている全てのアラームは アラーム画面で作成されてきたものです。

9.4.1  アラーム画面を開示

アラーム 画面を開示する：
1. ホーム 画面上に、 データコレクションとモニタリング 行内、 アラームを選択
します。

または
2. 下側の、 にタッチします。

事項 説明

日付け /時間 アラーム開始日時

ソース アラームの理由

説明 アラーム原因説明
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9.4.2  アラームを解除

エラー発生の場合 Neo5 が警報とアラーム表示で アラーム 画面にアラーム状態を表示
します
アラームの解除方法は次の通り：
注記 : アラームのリセット前に、アラームの原因を修正します。

警報は に触れて無音にします。 

アラームライトとアラーム確認は を触れてリセットします。

タッチ  に一度触れると非アクティブ /未認証の状態に割り当てられます。

タッチ  を 2度触れるとアラームがアクティブ承認の状態に割り当てとなり
ます。画面のアラームを削除します。アラームが解除された後もイベント履歴にア
ラームが表示できます。

9.5  イベント履歴画面

この イベント履歴 画面には前回までのゾーンアラーム、警告、設定値の変更、設定
変更、HMIスタートアップと履歴仕様外事項のリストが表示されます。ホーム 画面
で イベント履歴に触れます。
注記 : アラームの状態の説明は イベント履歴 画面と アラーム概要 画面に表示されま

す、 9.6項を参照してください。アボートの状況説明は イベント履歴 画面と ア
ラーム概要 画面に表示されます、 9.7項を参照してください。
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9.5.1  イベントのフィルタリング

イベントをフィルタリング出来ます。
1. イベント履歴 画面上で に触れます。
2. フィルターイベント 画面内でフィルターを選択します。

3. をタッチします。

項目 説明

日付け /時間 アラーム開始日時

ソース イベント発生場所

イベント イベント名

金型 イベントが発生した時にロードされた金型設定に関連した金型を
示します。

金型設定 イベントが発生した時にロードされた金型を示します。

詳細 イベントの詳細について。
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9.6  アラーム状態 ー 警告エラー

アラームの状態の説明は アラーム 画面と イベント履歴 画面に表示されます。以下の
条件は警報とアラーム表示の理由です。警告では場合システムを止める事はしませ
ん。

9.7  アボート条件 - 中断エラー

アボートの状態の説明は アラーム 画面と イベント履歴 画面に表示されます。 次の条
件は警報とアラーム表示の理由です。 停止エラーとなっているため PCM設定を基本
として、ゾーンあるいはシステムの停止状態の理由となります。

警告エラー

警告 説明

温度に関するアラーム あるゾーンの温度がアラーム制限のための設定値を超えた
場合。

温度低下に関するアラーム あるゾーンの温度がアラーム制限のための設定値を下回っ
た場合。

自動従属装置可能 あるゾーンの熱電対が自動制御モード稼動中に非正常機能
となった場合。「自動従属装置」のあるシステムゾーンが
故障した場合に別の熱電対データを収集して使用します。
不具合ゾーンは類似したゾーンからの電出力による制御対
象になります。このマスターゾーン番号は クイック設定 画
面内の誤起動ゾーンの「自動従属装置ゾーン」として表示
されます。

AMC アクティブ あるゾーンの熱電対が自動制御モード稼動中に非正常機能
となった場合。自動従属装置機能がオフあるいはこのゾー
ンと合致する情報が見つかりません。このゾーンはこのイ
ベント内は AMC（自動マニュアル制御）へ設定されます。
このゾーンは現在熱電対制御に誤りが発生した以前のデー
タを使用しマニュアルモードで制御されています。

電力偏差 このゾーンの出電力地は電力偏差アルゴリズムで自動計算
されているため偏差されています。電力偏差アルゴリズム
は今までの平均電力、ヒーターの種類、加熱供給単位の変
更等、複数の要因を基本としています。

ヒーターの不在 ヒーターの誤作動あるいは回路接続がない等に関して反応
します。現在のゾーンの電流が低い、ヒーター検知が無い
が 10秒以上継続している。
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停止のエラー

停止のエラー 説明

温度に関する中断 あるゾーンの実温度がアボート制限の設定値を越した場合。

温度低下に関する中断 あるゾーンの実際温度がアボート制限の設定値を下回った
場合。

コンフィグレーション 各ゾーンの制御パラメータはゾーン毎に送受信された値で
比較されます。値に差異がある場合、システムは自動的に
問題を訂正します。問題発生後 1分で訂正が成され無い場
合、コンフィギュアのアラームが開始します。

回路の過負荷 現在のハードウエア信号については現在のセンサーにより
調整されます。直ちにエラーが発生：一般的には回路の
ショートが起因です

温度に起因する制御カード 制御カード温度が摂氏 76度（華氏 170度）を超過している。

アース線漏電 ICC2:制限値計算あるいは初期値が超過した場合、漏電エ
ラーになります。

ICC3:測定された漏電のレベルが「誤漏電制限値」を超過し
た場合、漏電エラーになります。

ヒューズ１切れ このインテリジェント制御カードのヒューズ１ (ICC2 あるい
は ICC3)が切れた場合、交換が必要です。

ヒューズ 2切れ このインテリジェント制御カードのヒューズ２ (ICC2 あるい
は ICC3)が切れた場合、交換が必要です。

熱電対の損失 対象ゾーンに欠陥が存在、あるいは熱電対が切れている。

最高温度制限 このゾーンの温度は設定最高値を超過している。 一般的には
デバイス変更に失敗、ゾーンランアウェイに失敗していま
す。工場設定では摂氏 95度（華氏 200度）以上が通常の
セットポイントです。

無反応 このヒーターに対して 96％から 100％の電力容量を供給し
たが対象ゾーンの熱電対は無反応です。この熱電対のケー
ブルの噛み込みか、ヒーター電力線が破損しています。

電流値超過 このゾーンの電流値は最大値を超過しています。

データを受信 この対象ゾーンはデータ受信を停止しています。

熱電対逆接続 熱電対の接続が逆です。電力供給時、温度は上昇ではなく
下降しました。熱伝対の接続を修正します。

時間切れ この対象ゾーンはデータ送信を停止しています。
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第 10章 システム設定画面

この章では、システム設定 画面で使用できる機能について説明し、最も一般的に使
用されるコントローラ全体の環境設定の設定方法について説明します。
システムセットアップ画面を表示するには、ホーム画面でシステム設定をタッチし
ます。この画面の項目は、ユーザーのアクセス権とシステムの現在の状態により異
なります。 この画面の項目は、ユーザーのアクセス権とコントローラの現在の状態に
より異なります。

10.1  システム設定画面

システム設定 画面から各設定を変更できます。
ホーム画面で、選択します 

システム設定画面には画面のヘッダーからもアクセスできます。 をタッチし
ます。
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システム設定画面の項目の説明

項目 説明
シリアル番号 シリアル番号は情報提供のみを目的としたものです。これは

製造時にシステムに割り当てられた番号です。Husky のサー
ビスは、トラブルシューティングやアップグレードの際にこ
の番号をお尋ねすることがあります。

モデル コントローラーモデル名

会社名 会社名（ユーザーが定義できる）がシステムヘッダに表示さ
れます。

ソフトウェアバージョン 現在のソフトウェアバージョンは情報提供のみを目的として
います。Husky のサービスは、トラブルシューティングや
アップグレードの際にこの番号をお尋ねすることがあります。

オートセーブ チェックすると、現在の金型設定への変更はすべて保存さ
れ、破棄することはできません。

選択のモニター規制を許可
する

クイックセット画面の調整モードを「モニター」に変更でき
るパラメータを有効にします。

温度範囲からモニターゾー
ンを除外する

システムによる温度測定からの「モニター」規制に設定され
たゾーンの除外を可能にするパラメータを有効にします。

強制位相角制御 ヒーターに適用される電力を制御する方法は 2つあります。
2.2項参照。チェックにすると、位相角制御のみが使用され
ます。

手動ゾーンの温度を表示する 運転画面にゾーンの温度表示を手動モード時に表示するか否
かを設定。 

グローバル出力電力制限 各ゾーンに供給される最大出力電力を制御します。クイック
セット画面の個々のゾーン設定を無効にします。
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強制的な温度単位 温度単位を強制的に指定した設定にします。

電圧（ワット） ヒーターの設計された電圧定格を挿入し、システムがワット
電圧を正確に計算できるようにします。

供給構成 電源構成パラメータの選択に使用します。デルタ 3PH、ワイ
3PH + N、シングルフェーズ、または統合 Tx。

アラーム感度 アラームが宣言される前にシステムがエラー状態に留まらな
ければならない時間。

最高温度限界 最大温度アラームが有効になっている設定値を超える度数。

ソフトスタートの有効化 チェックすると、起動時にソフトスタートプロセスが適用さ
れます。

ダイナミックソフトスター
トの有効化

チェックすると、ダイナミックソフトスタートが有効になり
ます。

ソフトスタート最小制限 ソフトスタートプロセスが開始されると、最高温度と最低温
度のゾーン間の差が計算されます。この差がこのパラメータ
値より小さい場合、このパラメータ値がソフトスタートプロ
セスに適用されます。 

最小限度 AT温度（昇温完了）信号を有効にするための最小しきい値
を定義します。AT温度（昇温完了）信号は、すべてのゾー
ン温度が下限アラーム以上に達した際に有効になります。ア
ラーム域が AT温度最小値よりも小さい場合、AT温度最小値
を使用して AT温度信号を有効にします。

遅延タイマーの有効化 チェックすると、遅延タイマーが開始します。

遅延タイマー 全ゾーンの昇温完了後、AT温度（昇温完了）信号が出力す
るまでの時間を設定します。

遅延タイマーステータス 遅延タイマーに残っている時間。

音によるお知らせの有効化 昇温が完了した事を音でお知らせします。

音の間隔 音が鳴るまでの時間

自動スレーブの有効化 このパラメータをオンまたはオフに切り替えます。 

自動スレーブ電力制限 この値は、候補ゾーンの平均電力出力がスレーブゾーンの許
容偏差内にあるかどうかを判断するために、自動スレーブ
ルーチンによって使用される制限です。

過電流の有効化 チェックすると、過電流アラームが有効になります。

漏電異常の有効化 このパラメータを切り替えて、漏電チェックをオンまたはオ
フにします。

接地漏洩の読み取り値の表示 テキストビュー画面で漏電値の表示を有効にします。

回路試験の有効化 ICC3カードの回線試験を有効にします。

自動電力制限の有効化 チェックすると、自動電力制限機能が有効になります。

回路試験状態 4電力レベル 回路テスト状態 4で適用される電力のパーセンテージを決定
します。

システム設定画面の項目の説明 （続き）

項目 説明
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ベイクアウトの有効化 このパラメータを有効にすると、コントローラはベークアウ
トを実行し、必要に応じて低電圧・低電流にてヒーターの水
分を除去します。このパラメータをオンまたはオフに切り替
えます。

強制ベイクアウトの有効化 このパラメータをオンまたはオフに切り替えます。このパラ
メータがオンであれば、コントローラの各ゾーンが運転開始
時にベイクアウトがスタートします。

ベイクアウトアラートの有
効化

これを有効にすると、ベイクアウトが不十分なゾーンにはア
ラームが発生します。 

これを無効にすると、ベイクアウトサイクル終了後、通常運
転に戻ります。

ベイクアウト制限 コントローラは、この設定値からベークアウトが必要かどう
かを判断します。運転開始時にいずれかのゾーンがこの制限
を越えた場合、コントローラはベークアウトに入ります。

 ICC2カードの場合、パラメータ範囲は 0～ 5アンペアです。
出荷時設定値は、0.2アンペアです。

 ICC3カードの場合、パラメータ範囲は 1～ 999 ミリアンペ
アです。出荷時設定値は、200ミリアンペアです。

ベイクアウト電力 システムは、この値をベイクアウトプロセス中に使用します。

パラメータの範囲は、0～ 25％です。出荷時設定値は、5％
です。

サイクル毎のベイクアウト
時間

ベイクアウトサイクルの長さパラメータの範囲は、1～ 30
分です。出荷時設定値は、5分です。

ベイクアウトサイクルの
回数

ヒーターの水分のベイクアウトを試みる回数。パラメータの
範囲は、1～ 10です。出荷時設定値は、1です。

ベイクアウト設定値 ゾーンがベイクアウトプロセス中に達成しなければならない
ベイクアウト設定値を指定します。出荷時設定値は、100°C 
(212°F)です。ICC3カードが取り付けられている場合にのみ
表示されます。

ベイクアウト温度ウィン
ドウ

このパラメータは、ベイクアウトプロセス中、ベイクアウト
サイクル値がカウントダウンを開始する前に、すべてのゾー
ンが達成しなければならないしきい値を指定します。出荷時
設定値は、5°C (9°F)です。ICC3カードが取り付けられている
場合にのみ表示されます。

ベイクアウト設定値までの
加熱時間のタイムアウト

ゾーンがベイクアウト設定値を達成するまでに与えられてい
る時間を指定します。時間が切れたら、警告メッセージが、
該当している問題と、警告メッセージ確認後どうするのかを
示します。ICC3カードが取り付けられている場合にのみ表示
されます。

システム設定画面の項目の説明 （続き）

項目 説明
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10.2  システム内のゾーン数の変更

既存の金型設定にゾーンを追加または削除する必要がある場合があります。金型の
実行中、画面に表示されているよりも制御ゾーンが少ない場合は、未使用のゾーン
を削除して表示されないようすることができます。
システム内のゾーン数を変更するには、次の手順を実行します。

1. ホーム画面で、 をタッチします
2. 有効または無効にするゾーンやスロットの数を選択します。

3. スロットの有効化 ボタンにタッチします。 

4. をタッチします。
5. コントローラーのリスタート
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第 11章 段階的な起動とシャットダウン

この機能により、所定の順序でゾーンを加熱または冷却することができます。ゾーン
は 4つのステージのいずれかに割り当てられ、ステージごとに別々の設定ポイントを
設定できます。タイマーは各ステージごとに設定することもできます。これにより、
すべてのゾーンが設定された時間だけ「浸漬」可能になります。ホットランナシステ
ムは、ミスアライメントや漏れなどの問題を防ぐために、特定の順序で加熱（段階的
なスタートアップ）し、冷却する（段階的なシャットダウン）必要があります。 

11.1  段階的起動を有効または無効にする

ホーム画面の、温度管理の行で、選択します 

。
1. ステージ Xを構成するゾーンまたはグループを選択します。
2. ステージング画面で、段階的なスタートアップボタンで をタッチし、ドロッ
プダウンメニューを表示します。

3. 「有効」ボタンの横にあるボックスをタッチします。ボックスに が表示され
ます。

4. 段階的スタートアップを無効にするには、チェックボックスを再度タッチします。
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11.1.1  浸漬（ソーク）タイマーの設定

すべてのゾーンがそのステージの設定値に達し、次のステージが始まるまで一定の
時間「浸漬（ソーク）」したままの状態になります。 ステージング 画面を使用して、
浸漬時間の長さを変更します。
注記 :各ステージに浸漬時間を割り当てる必要はありません。ステージが設定値に達

してから次のステージが始まるまでの遅延を避けるには、タイマーを 00:00:00
に設定します。

注記 :浸漬（ソーク）タイマーを設定するためにゾーンを選択する必要はありません。
1. ステージング画面で、段階的なスタートアップボタンで をタッチし、ドロッ
プダウンメニューを表示します。

2. ステージ 1の浸漬（ソーク）タイマーの右側にあるボックスに触れてください。

3. ダイアログボックスを使用して浸漬（ソーク）タイマーを設定し、 。

項目 説明

最後のステージを無期限に
実行する

この設定を有効にした場合、すべてのゾーンがステージ設定
値に達して浸漬タイマーが終了すると、最後に割り当てられ
たステージのゾーンの設定値そのままとなります。

ステージ x ソークタイマー 次のステージが始まる前に、ゾーンがステージの設定値に
「浸漬」状態にある時間。

At温度ウィンドウ 設定値が「At温度」ウィンドウ内にあれば、そのステージ
は昇温完了になります。
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11.2  ステージの温度と電力を設定する

1. ステージ（1、2、3または 4）（スタートアップ）を選択し、 をタッチすると、
ドロップダウンメニューが表示されます。

2. ステージ X の温度バーの右側にあるボタンをタッチします。
3. ダイアログボックスでステージ Xの温度を入力し、 。
4. 上記の 1から 4の手順を実行してステージ X の電力割合を設定します。
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第 12章 データ記録

データ記録は金型操作の履歴確認に便利なツールです。このツールはシステムを分
析して成形を最適化にし、エラーの履歴、最近のエラーの検索あるいはエラーの起
因予想に役立ちます。 エラーログのエラー記録はエラー修正後の発生事項を記録し
ます。プロセスモニター 画面を使用して金型操作を表示してデータを確認します。
システムが記録している間にエラーが発生した場合には、発生時にシステムの行動
を表示させ起因情報を検索します。

12.1  モニター画像のプロセス

モニターのプロセス Process Monitor 画面は 2種類のグラフを表示します。
選択したゾーンのグラフに各パラメータ１，２，３の図表を表示します。パラメー
タ図表はカラー表示します。 ｘ軸はパラメータでｙ軸は時間を表示しています。
1. ホーム画面で、選択します 
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12.1.1  表示のプロセス 

ゾーン変更：
1. ゾーンボックス右にあるボックスを選択します。
2. キーパッドを使用して新規ゾーン番号を入力します。 をタッチします。
パラメータを変更します。
1. ＃１のパラメータボックスをタッチします。
2. ダイアログボックス内でパラメータを選択します。 をタッチします。

3. パラメータ２，３はステップ１、２を繰り返します。
4. ゾーン名は表の左上部に表示されます。
5. Neo5を開始した時に、選択されたゾーンのパラメータが開始して図表が表示さ
れます。

6. カーソルは   ボタン（ダッシュの線で表示）で左右に移動して使用させ
ます。パラメータ値はパラメータ名の横のボックスに表示され、時間は  

の右側のボックス内に表示されます。
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第 13章 データエクスチェンジ

Neo5 ハードドライブへレポートや画像の保存ができます。ファイル管理画面からレ
ポート /画像をネットワークあるいは USBデバイスへ移動して共有、保管あるいは
印刷ができます。または、USBデバイスあるいはネットワークに直接保存する事が
できます。

13.1  レポートデータと設定を選択 

1. ホーム画面上で、データコレクションとモニタリング行、データエクスチェンジ
を選択。  

2. データエクスチェンジ画面上で保存したいレポートを選択。

項目 説明

レポートの種類を選択 保存したいレポート横のボックス内にチェック 

レポートデータの保存 保存したい場所をレポート横のボックス内にチェック USB
デバイスは USBポートあるいはネットワークに接続されて
いる Neo5にインストールされなければなりません。
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プロセスデータ保存設定 Neo5ハードドライブのプロセスデータを保存するファイル
ボックスの保存データをチェック。周期ボタンをタッチして
Neo5に保存する現在のプロセスデータの保存タイムイン
ターバルを入力。 測定値のために選択ボックスをタッチして
保存したい測定値横をチェック。 

プロセスデータの保存 プロセスデータ保存の希望場所をレポート横のボックス内に
チェック USBデバイスは USBポート、あるいはネットワー
クに接続されている Neo5に接続されなければなりません。

ネットワーキング 共有ネットワークフォルダーのためのネットワークのパスを
入力できます。ファイルをネットワークへアップロードある
いはダウンロード出来ます。フォーマットは \\サーバー \共
有フォルダーです。

項目 説明
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13.2  レポートの説明

この項目はレポートの印刷に関する説明です。
各レポートはそれぞれ次の場所に保存されます。
• Neo5ハードドライブ内のシステム /レポートフォルダ。
• USBデバイス、それぞれの設定に応じて、
• Neo5ハードドライブ内のシステム /レポートフォルダ。

レポートの印刷の種別 説明

ゾーン情報 ー 簡易 次の表示 スクリーンから、次の項目がファイルに保存され
ます：

• ゾーン番号
• セットポイントと単位
• 実際の温度と単位

ゾーン情報 ー 詳細 次の表示 スクリーンから、次の項目がファイルに保存され
ます：

• ゾーン番号
• ゾーン名
• セットポイント
• 温度
• 電力
• アンペア
• 漏電
• 規制モード
• アラームリミット
• 中断リミット 

• ワット
• 抵抗値
• 最大負荷ワット数
• 電圧
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診断 テスト結果 画面から、次を印刷してファイルへ :

• ゾーン番号
• ゾーン名
• センサー センサ
• ヒューズ
• T/C

• アンペア
• 交流電圧
• ワット
• 配線
• 絶縁
• アース線漏電
• ブレイクアウト
• 時間
• 抵抗値 

金型設定 • ゾーン番号
• ゾーン名
• セットポイント
• 最少セットポイントリミット
• 最大セットポイントリミット
• 最大電力
• アラーム
• 中断
• AMC

• PCM

• 規制
• 手動待機セットポイント
• 自動待機セットポイント
• 手動ブーストセットポイント
• 自動ブーストセットポイント
• センサ入力
• 同調する 

• 出力（ゼロクロス回路あるいは位相角）
• 漏電の可能性
• 制御（PIDあるいは ART)

• P（比例）
• I （積分）
• D（微分）
• 反応無し

レポートの印刷の種別 説明
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ゾーンキャリブレーション • 日時
• 金型フォルダと金型設定
• システム状況
• 低テスト値
• 高テスト値
• ゾーン番号

— キャリブレーション前の低値
— キャリブレーション前の高値

• ゾーン番号
— キャリブレーション後の値

電力偏差データ • 日時
• 金型フォルダと金型設定
• システム状況
• 電力偏差可能性
• 計算済みの制限を使用
• サンプル期間
• 安定時間
• 最少偏差制限
• ユーザ設定偏差制限
• ゾーン番号
• ゾーン名
• ヒータの種類
• ゾーン状況
• 基礎平均
• 相対許容誤差
• 基本デルタ幅
• 平均電力 
• ± 許容誤差
• 偏差値
• グローバルコンペンセィション
• 電力補償
• サンプル
• エラー数
• エラーアクティブ数

イベントデータ • 日時
• 金型フォルダと金型設定
• システム状況
• イベント数：

— 日付け /時間
— ソース
— イベントの種類
— 金型フォルダ名
— 金型設定名
— イベント詳細

レポートの印刷の種別 説明
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第 14章 デジタル I/O 

Neo5は有償オプショナルにて各４つの I/Oが可能です。 
入力 4つに含むもの：
• 待機（外部信号による）
• ブースト（外部信号による） 
• スタート（外部信号による） 
• ストップ（外部信号による）
出力 4つに含むもの：
• アラーム
• アボート（PCM） 
• 温度
• 動作ライト 

出入力コネクタは Neo5 （参照 15.2項）の裏面に設置されています。Neo5の出入力
接続にお困りの場合はハスキー株式会社へお問い合わせください。  
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14.1  デジタル I/Oの構成 

ホーム画面のシステム構成行で、デジタル l/Oを選択します。

接続を適用した後に入出力を使用する場合、必要に応じてインバートを選択します。
入出力をオンにする場合には「使用」を選択します。

事項 説明

アクティブ I/O信号の状況を示します。 この表示は伝達信号が適応され
た際の状況を示します。 

レベル I/Oのピンの状況を表示します。 この状況は常時閉による伝
達信号が適応された状況と同しです。

名称 入出力の名称。

インバート 入出力信号が高から低への変動は正しいです（一般的には低
から高へですが）

使用 I/Oのオンはボックスを選択します。

ピン コネクタピンは入出力に使用します。
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14.2  デジタル I/Oコネクタピン -概略

Neo5に適応するすべてのオプショナル出入力の接続説明が次の表に記載されてい
ます。

14.2.1  デジタル入力についての説明

14.2.2  デジタル出力についての説明

デジタル入力について

オプショナル名 説明

自動待機 入力信号の確認後、自動待機を設定しているゾーン全てを待
機モードにします。

ブースト（外部信号に
よる）

入力信号の確認後、自動ブーストを設定しているゾーン全て
をブーストします。

スタート（外部信号に
よる）

信号認識後にシステムをスタートモードにします。この状況
は「ストップ」キーの選択あるいは自動停止まで継続します。 

ストップ（外部信号に
よる） 

信号を確認した時点でシステムはストップモードになります。
この状況は「スタート」キーの選択あるいは自動スタートま
で継続します。 

注記 :この信号の入力確認時にはスタートできません。 

デジタル出力

オプショナル名 説明

アラーム アラームあるいはアボートが発生した場合この状況はアラー
ム状態がクリアあるいはリセットされるまで継続します。

アボート（PCM） アボートが発生した時にはクイックセット画面内の問題ゾー
ンで PCM設定を設定します。この状況はアラーム状態がクリ
アあるいはリセットされるまで継続します。 

温度 ゾーンが温度アラームリミット以上の場合には作動します。温
度アラームリミット以下になるまで、この状態は継続します。 

作動ライト 「スタート」ボタンが押された場合に機能します。システムが
「ストップ」モードになるまでこの状態は継続します。
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14.2.3  入力コネクタのピン

この表は無電力接点（無電圧）のための入力の全てに関する接続詳細を表示してい
ます。

注意 !
電気的障害 - 設備への障害リスク入力時に電圧は「不要」です。電圧負荷は Neo5の
故障原因となります。

デジタル入力（無電力あるいは無電圧接点）

接続 /ピン ケーブル線色 信号機能

入力 /１ 黒
自動待機

入力 /2 赤

入力 /3 白
ブースト（外部信号による）

入力 /4 緑

入力 /5 オレンジ
スタート（外部信号による）

入力 /6 青

入力 /7 茶
ストップ（外部信号による）

入力 /8 黄

入力 /9 紫 使用無し
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この表はすべての入力接点が外部からの許容電圧詳細を表示しています。  

14.2.4  出力コネクタのピン

この表はすべての出力の接点詳細を表示します。

注意 !
電気的障害 - 設備への障害リスク 30VDC以上の電圧使用は「不可」です。許容電圧
以上は Neo5の故障原因となります。

デジタル入力（外部からの許容電圧）

接続 /ピン ケーブル線色 外部電圧ソース 信号機能

入力 /1 黒 使用無し
自動待機

入力 /2 赤 +5-30VDC

入力 /3 白 使用無し ブースト（外部信号
による）入力 /4 緑 +5-30VDC

入力 /5 オレンジ 使用無し スタート（外部信号
による）入力 /6 青 +5-30VDC

入力 /7 茶 使用無し ストップ（外部信号
による）入力 /8 黄 +5-30VDC

入力 /9 紫 -VDC リファレンス

注意 !
電気的障害 - 設備への障害リスク出力時に 2アンペア 30VDC以上の電圧の使用は
「不可」です。許容値以上は Neo5の故障原因となります。

デジタル出力

接続 /ピン ケーブル線色 信号機能

入力 /１ 黒
アラーム

入力 /2 赤

入力 /3 白
アボート（PCM）

入力 /4 緑

入力 /5 オレンジ
温度

入力 /6 青
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入力 /7 茶
作動ライト

入力 /8 黄

デジタル出力

接続 /ピン ケーブル線色 信号機能
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第 15章 メンテナンス

この章では Neo5を維持するために必要なメイテナンスに付いて説明します。必要に
応じたメンテナンスを行います。 
定期的及び始業前に全てのケーブルやコネクタの損傷のチェックを行います。ケー
ブルにダメージがある場合は使用はお止めください。ダメージのあるケーブルすべ
てを交換します。

手順 リファレンス

インテリジェントコントロールカードの交換 15.3.1項

インテリジェントコントロールカードのヒューズ切れ交換 15.3.2項

タッチモニタの交換と取替え -　一体化タイプ 15.4.1項

タッチモニタの交換と取替え - フリースタンドタイプ 15.4.3項

MCUの取替えと交換 -一体化タイプ 15.4.2項

MCUの取替えと交換 - フリースタンドタイプ 15.4.4項

オペレータインターフェイスの取替えと交換 - フリースタンドタイプ 15.4.5項

システムのクリーニング 15.6項

基本的トラブルシューティング 15.7項
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15.1  システムのサービス

Neo5システムは２つのユーザーサービスが構成されています。
• Ｘシリーズ、Ｈシリーズのインテリジェントコントロールカード
• Neo5オペレータインターフェイス

Neo5一体化タイプ（表示は C6-2タイプ）

タッチモニター

MCU

Neo5操作画面
•  MCUとタッチモニター

Neo5インテリジェント
コントロールカードの
位置

インテリジェントコ
ントロールカード
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Neo5フリースタンドタイプ（シングルスタック）

Neo5主電源スイッチ - 一体化タイプ（表示は C6-１）

タッチモ
ニター

MCU

Neo5操作画面
•  MCUとタッチモニター

Neo5インテリジェント
コントロールカードの
位置

警告 !

電圧に関する警告 ー 致死や重篤な傷害の危険アルタニウム Neo5の作業前に使用地
域の規則に従い主要電源にタグを付けてロックアウトします。

主電源スイッチ
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Neo5主電源スイッチ - フリースタンドタイプ（シングルスタック）

15.2  配線

Neo5のタイプにより配線は装置の前後に位置します。 
Neo5に接続する配線とコネクタの絶縁レベルは： 

• デバイスが 380VACあるいは 415VACシステムの場合は 500ボルト
• システムデバイスの電力が最高 240VACの場合は 300ボルト

15.2.1  配線 - 一体化タイプ

配線 - Neo5の前方

主電源スイッチ
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配線 - Neo5の後方

15.2.2  配線 - フリースタンドタイプ

事項 ケーブル接続 説明
1 Hom 警報

2 LCD1 - HDMI タッチモニタへのビデオ信号

3 タッチスクリーン タッチモニターへのタッチスクリーン信号

4 イーサネット ユーザーインターフェースをカスタマーネットワークに

5 USB 入出力向け USBポート

6 入力 デジタル入力について（オプション）

7 出力 デジタル出力（オプション）
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15.3  インテリジェントコントロールカード

インテリジェントコントロールカード（ICC）には 2つのシリーズがあります。Ｘシ
リーズ (ICC2)、Ｈシリーズ (ICC3)のインテリジェントコントロールカードＸシリー
ズカードは従来からのカードで、青色又は茶色のトランスがヒートシンク近くに配
置しています。Ｈシリーズカードは黄色いゾーン番号表示のラベルが付いています。
Ｈシリーズカードは新設計のアルタニウムカードです。 
ＸシリーズカードとＨシリーズカードは外観は似ていますが、互換性がありません。

Ｈシリーズ、インテリジェントコントロールカード

項目 ケーブル接続 説明
1 100-240VAC イン アルタニウムのメインフレームからの主 AC電源

2 出力 COMM CANBus通信をアルタニウムのメインフレームで

3 タッチスクリーン タッチモニターへのタッチスクリーン信号

4 イーサネット ユーザーインターフェースをカスタマーネットワークに

5 USB 入出力向け USBポート

注記 :アクセスしやすい前面にある USBポートを
使用

6 LCD1 - HDMI タッチモニターでのビデオ信号

7 入力 デジタル入力について（オプション）

8 出力 デジタル出力（オプション）
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Ｘシリーズ、インテリジェントコントロールカード

メインフレームとバックプレーン
両シリーズ共カードは Neo5のメインフレーム奥のバックプレーンに差込みます。
カードは保護回路を有し、熱電対からのフィードバックでヒータへの給電をコント
ロールします。

変圧器の位置

 

ページ 137



15.3.1  インテリジェントコントロールカードの交換

1. 不具合の有るのあるインテリジェントコントロールカードを確定する。 

重要 !

ＸシリーズカードとＨシリーズカードは外観は似ていますが、バックプレーンが異
なり互換性がありません。

重要 !

システムを正しく機能させるためインテリジェントコントロールカードのラベル１
を全てのバックプレーンに設置

警告 !

感電や機械的危険 - 死亡の危険あるいは重篤な障害をもたらし、装置に損害を与える
可能性がある。コントローラをオフにして主電源から切り離します。使用地域の規
則に則ったロックアウトタグアウトをおこないます。
ICC2と ICC3は静電気に敏感です。カードの取り扱いにはアースストラップを使用し
ます。
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2. ヒートシンク上下のネジを緩めます。ネジ 2箇はシステム内に落ち入らない、
また床に落として紛失しないように注意します。

3. ドライバーをヒートシンク内の横棒と筐体の間に入れてゆっくりとカードを取り
出します。 

注意 !
機械障害モード - ヒートシンク上下の取り付けネジを完全に取り外さないで作業する
とカードに深刻なダメージを与える場合があります。
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4. カードはアース接地してある面に気を付けながら置いてください。
5. 新しいカードをスロットに挿入してカードを正しい箇所まで差し込みます。間
違った方向に差し込んだカードは上手く差し込めません。

6. ヒートシンクの上下のネジを締めます。

15.3.2  インテリジェントコントロールカードのヒューズ切れ交換

ヒューズの場所

注意 !
静電気の障害 – 装置のダメージのリスクインテリジェントコントロールカードは静電
気放電に敏感です。どの様な状況下であっても、インテリジェントコントロール
カードをカーペット、ラグあるいはその他静電気の発生する場所に置かないでくだ
さい。

ヒューズ
ページ 140



1. ヒューズの切れているインテリジェントコントロールカードを確定する。
2. ヒートシンク上下のネジを緩めますネジ 2箇はシステム内に落ち入らない、
また床に落として紛失しないように注意します。

3. ドライバーをヒートシンク内の横棒と筐体の間に入れてゆっくりとカードを取り
出します。 

4. カードはアース接地してある面に気を付けながら置いてください。
5. 障害のあるヒューズを外し同じ種類の新しいヒューズと交換します。Huskyの推
奨する製品は SIBA 712540 シリーズのヒューズです。完全に装着出来てることを
確認します。不確実に装着した場合、ホットスポットの原因となり、システム障
害を起因させます。
注記 : 20 アンペアと 30 アンペアカードは 2個のヒューズを使用します。5 アン

ペアカードは 8 個のヒューズを使用します。
6. 新しいカードをスロットに挿入してカードを正しい箇所まで差し込みます。
間違った方向に差し込んだカードは上手く差し込めません。 

7. ヒートシンクの上下のネジを締めます。

警告 !

感電や機械的危険 - 死亡の危険あるいは重篤な障害をもたらし、装置に損害を与える
可能性がある。コントローラをオフにして主電源から切り離します。使用地域の規
則に則ったロックアウトタグアウトをおこないます。
ICC2と ICC3は静電気に敏感です。カードの取り扱いにはアースストラップを使用し
ます。

注意 !
静電気の障害 – 装置のダメージのリスク静電気はインテリジェントコントロールカー
ドのダメージ原因になります。どの様な状況下であっても、インテリジェントコン
トロールカードをカーペット、ラグあるいはその他静電気の発生する場所に置かな
いでください。
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15.4  Neo5オペレータインターフェイス

Neo5オペレータインターフェイスはパラメータ入力と表示に使用されます。2つの
主要コンポーネンツを含みます；タッチモニターと主要制御ユニット（MCU）です。
2つの異なるタイプがあります。一体化タイプと独立タイプ
このオペレータインタフェイスの内部の部品の交換はできないのでタッチモニター
又は主要制御ユニットの一式交換作業になります。

Neo5一体化オペレータインターフェイス

Neo5独立式オペレータインターフェイス

タッチモニター

MCU

タッチモ
ニター

MCU
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15.4.1  タッチモニターの交換 -　一体化タイプ

1. タッチモニターを前方に倒します。 

2. ミニ USB コネクタ、HDMIコネクタにアクセスできます。

警告 !

感電や機械的危険 -　装置に損害を与える可能性がある。コントローラをオフにして
主電源から切り離します。使用地域の規則に則ったロックアウトタグアウトをおこ
ないます。

警告 !

挟まれる危険 – Neo5タッチモニターヒンジ機構から手と指を離してください。
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3. タッチモニターの後ろ側にあるミニ USBと HDMIコネクタを外します。

ミニ USB
HDMI
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4. 4mmのソケットレンチを使って上部２箇所のナットを緩めます。

5. タッチモニターを後ろ側に回して 2箇所のナットを緩めます。

重要 !

ナットは緩めるだけです。長穴、だるま穴形状のため、ナットを取り外さないでモ
ニターを外す事が出来ます。
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6. タッチモニターを慎重に保持し上方向にスライドさせて長穴、だるま穴の逃げ部
にナットをあわせます。タッチモニターを前方向に引き、取り付けブラケットか
ら外します。 

7. タッチモニターに付いている上下２個のナットを外し新しいタッチモニター裏面
のネジ部に取り付けます。ステップ１から 6の反対の手順に沿って新しいタッ
チモニターをインストールします。
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15.4.2  MCUの取替え -　一体化タイプ

1. タッチモニターを後ろ向きに回転させて LCD1コネクタとタッチスクリーンコネ
クタにアクセスします。

2. タッチスクリーンと MCU前面の LCD1 コネクタのプラグを外します。

警告 !

感電や機械的危険 - 死亡の危険あるいは重篤な障害をもたらし、装置に損害を与える
可能性がある。コントローラをオフにして主電源から切り離します。使用地域の規
則に則ったロックアウトタグアウトをおこないます。

タッチスクリーン

LCD1 - HDMI

警告 !

挟まれる危険 – Neo5タッチモニターヒンジ機構から手と指を離してください
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3. ユニット裏にある MCUを支えている 2箇所り付ネジを外します。 
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4. MCU前面を手で持ち後方に押してスライドさせメインフレーム上部の隠れてい
るホックを押し出して外します。 

5. フックが外れた所で、注意しながら MCUを上方向へ持ち上げると電源と通信
ケーブルが出てきます。  

重要 !

スロットにフックがはまっているので、MCUを引っ張り上げないでください。フッ
クは見えない位置にあります。フックをはずすにはMCU上部から押し出すようにし
て、外れたら持ち上げます。 
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6. 電源と通信ケーブルのプラグを MCUのポケットから出し、ユニットを上方向に
回転させます。
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7. 電源と通信ケーブルのプラグを慎重に回転させ分離しケーブル接続を取り外し
ます。

8. 電源と通信ケーブルの接続を外した後に、MCUをメインフレームからゆっくり
持ち上げます。

9. ステップ 1から 8の反対の手順に沿って新しい MCUをインストールします。
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15.4.3  タッチモニターの取替え - フリースタンドタイプ

1. タッチモニターを前方に回転させミニ USB コネクタ、HDMIコネクタにアクセス
します。 

警告 !

感電や機械的危険 -　装置に損害を与える可能性がある。コントローラをオフにして
主電源から切り離します。使用地域の規則に則ったロックアウトタグアウトをおこ
ないます。

ミニ USB
HDMI
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2. タッチモニターの裏側にあるミニ USB と HDMI コネクタを外し、4mmのソケッ
トレンチで 2個の上部のナットを緩めます。

警告 !

挟まれる危険 – Neo5タッチモニターヒンジ機構から手と指を離してください
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3. タッチモニターを後ろ側に回して、下側の 2つのナットを取り外します。この
取り付け穴は長穴ではないのでタッチモニターを取り外すにはナットを完全に外
します。

重要 !

ナットは緩めるだけです。上側のブラケットの取り付けは長穴でタッチモニターを
保持するのでナットを完全にはずさないでモニターを取りはずす事ができます！
ページ 154



4. タッチモニターをしっかり保持し上方向にスライドさせて上部ネジがを抜けた
ら、前方に外します。 

5. 上部のスタッドネジにナットが付いている事を確認し、下方のスタッドネジには
ナットが付いていない事を確認します。ステップ１から４の反対の手順に沿って
新しいタッチモニターを組み付けます。
ページ 155



15.4.4  MCUの取替え　- フリースタンドタイプ

1. タッチスクリーンと MCUに含まれる底部の LCD1 コネクタのプラグの位置です。

警告 !

感電や機械的危険 - 死亡の危険あるいは重篤な障害をもたらし、装置に損害を与える
可能性がある。コントローラをオフにして主電源から切り離します。使用地域の規
則に則ったロックアウトタグアウトをおこないます。

LCD1 - HDMIタッチスクリーン
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2. MCU底部にあるタッチスクリーンと LCD1のプラグを外し電源と通信コネクタ
のプラグを分離します。

3. 取り付けブラケットに MCUを保持しているのは 4箇所ネジです。ブラケットは
タッチモニターと MCUの間に位置しています。

LCD1 - HDMI

タッチスクリーン

通信

電源
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4. MCUを取り付けブラケットに保持しているネジの上部 2箇所を 4mmの 6角棒ス
パナを使って緩めます。
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5. 下側のボルト 2箇所を取り外します。この取り付け穴は長穴ではないので、
MCUを取り外すにはボルトを完全に外します。

重要 !

上側だけ緩めます。ブラケットの取り付け穴で MCUを保持するのでボルトを完全に
はずさずに長穴でモニターを取りはずす事ができます！ 
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6. MCUをしっかり保持し上方向にスライドさせて上部ネジがを抜けたら、前方に
外します。 ステップ 1から６の反対の手順に沿って新しい MCUをインストール
します。
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15.4.5  オペレータインターフェイスの取替え - フリースタンドタイプ

1. オペレータインターフェースを保持している 4箇所のネジ、電源、通信コネク
タはメインフレーム上部にあります。

2. 電源と通信コネクタを分離します。

警告 !

感電や機械的危険 - 死亡の危険あるいは重篤な障害をもたらし、装置に損害を与える
可能性があるコントローラをオフにして主電源から切り離します。使用地域の規則
に則ったロックアウトタグアウトをおこないます。

通信と電源
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3. メインフレームの前方にあるオペレータインターフェースを保持している 2箇
所のネジを外します。

通信

電源
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4. メインフレームの後方にあるオペレータインターフェースを保持している 2箇
所のネジを外します。このステップでは MCUのネジの取り外しにショートビッ
トドライバーを使用します。

5. 慎重にオペレータインターフェースと取り付けポールを保持し、気を付けながら
ユニットをメインフレームの上部から持ち上げます。   ステップ 1から４の反対の
手順に沿って新しいオペレーターインターフェースをインストールします。
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15.5  Neo5 モバイルスタンド

Neo5のモバイルスタンドは有償オプション有料です。モバイルスタンドは Neo5の
タッチモニターを最適な高さ（1320mm、52インチ）に設置し、移動も簡単にでき
ます。モバイルスタンドには 2種類あります：
• C6-1 モバイルスタンド（トールスタンド）
• C6-2 モバイルスタンド（ショートスタンド）

Neo5モバイルスタンド
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15.5.1  Neo5をモバイルスタンドにインストール

Neo5モバイルスタンドとコントローラは別製品で組み立てが必要です。

1. Neo5コントローラを注意し横に底面の 4つのパッドネジを外します。このパッ
ドを外すための特別なツールは不要です。

警告 !

感電や機械的危険 - 死亡の危険あるいは重篤な障害をもたらし、装置に損害を与える
可能性がある。コントローラをオフにして主電源から切り離します。使用地域の規
則に則ったロックアウトタグアウトをおこないます。
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2. モバイルスタンドを広めの平らな場所に置きブレーキを掛けます。（前輪）モバ
イルスタンド上部プレートに４つの取り付け穴があります。

3. ２人以上の人数で持ち上げ、1.8.1項を参照して Neo5 を上部プレートに載せま
す。Neo5を中央に置き、プレートの取り付け穴と Neo5の下のネジ穴をあわせ
ます。

重要 !

スタンドとコントローラーは正しい組合せである事を確認します。コントローラの
重さで倒れてしまう事の防止になります。C6-1はトールモバイルスタンドに合い、
C6-2 はショートのモバイルスタンドに合います。
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4. Neo5コントローラがモバイルスタンド中央に位置したら、パッドネジを４箇所
取り付けます。

5. スタンドの下部にあるトレーにコントローラケーブルを置けます。

警告 !

重量物　- ２人以上で持ち上げる事を推奨します怪我を避けるためにアシスタントを
依頼し、正しい方法 Neo5を持ち上げましょう。1.8.1項参照。
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15.6  システムのクリーニング

15.6.1  メインフレーム（キャビネット）

• 湿らしたスポンジか布を使用。研磨剤は使用できません。ラベルは拭うだけでク
リーナーあるいはシンナーなどの使用は禁止です。

• クリーナーの使用に関してはアンモニア、アルコールを含まないガラスクリー
ナーを布に拭きかけて使用。直接製品に吹きかけることは避けます。

15.6.2  タッチモニター

1. モニターはオフにします。
2. 新しい柔らかい、毛羽立ちの無い布でスクリーンを拭きます。埃と小さなダスト
を払います

3. 必要に応じてアンモニア、アルコールを含まないガラスクリーナー使用し、新し
い柔らかい毛羽立ちの無い布でスクリーンを拭きます。

警告 !

感電や機械的危険 - 死亡の危険あるいは重篤な障害をもたらし、装置に損害を与える
可能性がある。コントローラをオフにして主電源から切り離します。
電圧に関する災害 ー 致死や重篤な傷害の危険アルタニウムの作業前にユニットは仕
様地域規則に沿ってアルタニウムの主電源スイッチをロックアウトします。
構成機能の取り扱いにはアースストラップを使用します。

注意 !
機械的危険性 – 機器の損傷の危険性があります。スクリーンやケースに直接液体をス
プレーしたり付ける事はしません。毛羽の無い布にクリーナー剤をスプレーします。
モニター上に液体がこぼれた場合染みになります。

注意 !
機械的危険性 – 機器の損傷の危険性があります。ディスプレイ箇所は傷がつき易い箇
所です。アセトン系のクリーナ、エチルアルコール系、エチル酸やメチル塩酸でパ
ネルを拭くことはお止めください。これ等の使用はパネルの永久的損傷の起因とな
り保障対象外になります。
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15.7  基本的トラブルシューティング

警告 !

感電や機械的危険 - 死亡の危険あるいは重篤な障害をもたらし、装置に損害を与える
可能性がある。コントローラをオフにして主電源から切り離します。
電圧に関する災害 ー 致死や重篤な傷害の危険アルタニウムの作業前にユニットは仕
様地域規則に沿ってアルタニウムの主電源スイッチをロックアウトします。
構成機能の取り扱いにはアースストラップを使用します。

トラブルシューティングの手順

問題： 起こり得る原因 解決法

リードタイムアウト カードは通信出来ません（故障、未設置、
電源が入らない）
カードが見つからない 
CANバス（ケーブルとバックプレーン）
がデータを伝達できない。 
オペレーターインターフェースが CANバ
スと通信できない。

不具合が一箇所の場合、カードの抜き差
し、交換。
複数のゾーンで不具合が有った場合、見
失ったフェーズが無いか確認。
全てのゾーンで不具合が発生した場合、
電源と通信ケーブルがオペレータイン
ターフェースに正しく接続しているか確
認。又はオペレータインターフェースの
交換。

ヒューズが切れた ヒータあるいは配線ケーブルの短絡 
ヒータ非適合（出力）
コントローラへの過電圧

金型単体のヒータ抵抗チェック、絶縁抵
抗チェック、ケーブルと接続しヒータ抵
抗チェック、絶縁抵抗チェック
念の為コントローラの裏面のコネクタの
状況のチェック。

温度の超過 /下降 要因は設定値、センサー、コントローラ アラームの範囲は適正な設定か確認する。
推奨値　+/-10°F (6°C)
金型が成形機に設置され、金型冷却が
入っていて、樹脂もホットランナに入っ
た状態で再度 ART(Tune）を行う。

短絡異常 ヒータ異常 
配線のショート 
カード異常 
配線不良 (金型、ケーブル、コントロ
ーラ ) 
ヒータ吸湿

金型単体のヒータ抵抗チェック、絶縁抵
抗チェック、ケーブルと接続しヒータ抵
抗チェック、絶縁抵抗チェック 
念の為コントローラの裏面のコネクタの
状況のチェック

不具合発生カードと良品カードと交換し、
不具合がカード起因か確認する。カード
起因の場合、カードを交換する。

ヒータの湿気が疑われる場合、設定値を
華氏 200度（摂氏 93度）にして湿気が飛
ぶように加熱します。
ページ 169



無反応 ヒーターが加熱しない（ヒータ容量不足、
電圧不足） 
熱伝対が反応しない（熱電対の噛み込み、
配線ミス）。

供給電圧が低く加熱しない。金型に相応
しい供給電圧か確認します。異なる場合
は、適正な供給電圧に接続します。
電流値確認がヒータに電流が流れている
かの確認にも使用されます。 電流が無い場
合、配線のミスかヒータ不具合の可能性
があります。
ショート、配線切れ、配線ミス、熱電対
の噛み込みの可能性がある。モールド内
及び中継ケーブルの熱伝対配線をチェッ
クして正しく組み込まれている事の確認
を行う。

熱伝対逆接 熱電対の配線が逆に接続されていた。  
カードの較正がされていない。 
カードが無効である。 
金型が周辺温度より冷たい

供給電圧が低く加熱しない。金型に相応
しい供給電圧か確認します。異なる場合
は、適正な供給電圧に接続します。
電流値確認がヒータに電流が流れている
かの確認にも使用されます。 電流が無い場
合、配線のミスかヒータ不具合の可能性
があります。
ショート、配線切れ、配線ミス、熱電対
の噛み込みの可能性がある。モールド内
及び中継ケーブルの熱伝対配線をチェッ
クして正しく組み込まれている事の確認
を行う。

熱伝対未接続 熱電対回路の不具合 
熱伝対の不具合 
カードの接触不具合。
カードの較正がされていない。 
カードが無効である。 
ゾーンが華氏 1100度あるいは摂氏 600度
に満たない。

熱伝対の噛み込みは周辺温度を表示しま
す。その場合配線に不具合が有ります。
熱伝対ケーブル、金型内配線の確認、熱
伝対の破損の確認を行う。
熱伝対の噛み込みで周辺温度を表示しな
い場合、較正不良又はカードの不良が考
えられる。ゾーンを再度較正する。改善
されなければカードを交換する。

温度は華氏 32度あ
るいは摂氏 0度を表
示している

カード通信不良。 リードタイムアウト・エラー解決を参照。

スクリーン無し タッチモニタ又はコンピュータの不具合 
フェースを損失

供給のチェックを行い、見失ったフェー
ズが無いか確認する。
良品のタッチモニタと交換し、不具合が
解決する事を確認。その場合タッチモニ
タを交換する。
良品のコンピュータと交換し、不具合が
解決する事を確認。その場合コンピュー
タを交換する。

トラブルシューティングの手順

問題： 起こり得る原因 解決法
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